
シ
オ
ン
短
期
大
学
『
創
造
』
第
二
十
四
号
抜
刷

一
九
九
五
年

都
祁
村
の
民
俗
と
社
会

ｌ
友
田
地
区
調
査
報
告
書
Ｉ

都
祁
村
調
査
班
（
調
査
指
導
森
謙
二
）

（
そ
の
三
）



こ
の
調
査
報
告
書
は
、
一
九
九
四
年
八
月
三
○
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で

四
日
間
に
お
け
る
都
祁
村
で
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
度
に

お
い
て
都
祁
村
甲
岡
・
来
迎
寺
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
継
続
と
し
て
、
一

九
九
四
年
度
は
友
田
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
墓
石
建
立
の
一
覧
表
を
掲
載
し
た
。

学
生
達
の
調
査
班
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
苦
労
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
回

は
そ
の
一
部
だ
け
で
も
と
考
え
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

一
覧
表
は
ま
だ
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
近
い
内
に
補
充
調
査
を
し

た
上
で
完
全
な
も
の
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
九
三
年
一
○
月
二
五
日
か
ら
の
水
分
神
社
の
祭
り
（
お
渡

り
）
の
行
事
に
も
参
加
し
、
新
旧
宮
座
の
行
事
も
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
報
告
も
今
回
の
調
査
報
告
書
か
ら
割
愛
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

別
の
機
会
に
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
祭
り
の
行
事
を
見
学
し
な
が
ら
、

ま
え
が
き 都

祁
村
の
民
俗
と
社
会
（
そ
の
三
）

Ｉ
友
田
地
区
調
査
報
告
書
Ｉ都

祁
村
調
査
班
（
調
査
指
導
森
謙
二
）

伝
統
的
な
行
事
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
多
く
の
人
々
が
ど
れ
だ
け
の
努

力
を
し
て
い
る
か
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
。
ム
ラ
の
人
々
の
金
銭
的
な
負

担
も
含
め
て
、
仕
事
を
休
ん
で
の
祭
り
の
準
備
や
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
ム

ラ
を
と
り
ま
く
環
境
が
変
化
す
る
な
か
で
、
祭
り
の
行
事
を
維
持
す
る
こ

と
に
多
く
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

水
分
神
社
の
祭
り
は
山
内
七
庄
の
人
々
に
よ
る
祭
り
か
ら
長
い
時
間
を

か
け
て
、
周
辺
の
村
々
を
含
め
た
祭
り
へ
と
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
歴
史

的
な
経
緯
が
祭
り
に
参
加
す
る
人
々
の
間
で
も
わ
か
ら
な
く
な
り
、
周
辺

の
村
々
の
人
々
の
な
か
に
は
な
ぜ
「
私
」
が
こ
の
祭
り
に
参
加
す
る
の
か

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
人
も
多
い
。
歴
史
的
な
経
緯
を
含
め
て

こ
の
祭
り
を
位
置
づ
け
て
お
く
の
は
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
私
た
ち
の
役

割
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
含
め
て
改
め
て
調
査
資
料
の
整
理
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
は
、
調
査
に
参
加
し
た
学
生
諸
君
の
手
に
よ
っ
て
執
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。
調
査
参
加
者
の
全
員
が
参
加
し
て
、
一
九
九
四
年
一
二
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月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
茨
城
県
の
土
浦
市
で
調
査
報
告
書
の
作
成
を
め
ざ

し
た
合
宿
を
行
っ
た
。
都
祁
村
で
の
調
査
を
は
じ
め
て
五
年
に
な
る
が
、
ま

だ
充
分
な
ま
と
め
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
デ
ー
タ
を
基
礎

に
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
の
段
階
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
調
査
を
通
じ
て
多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
都
祁
水
分
神

社
の
宮
司
北
谷
正
義
氏
に
は
調
査
全
般
を
通
じ
て
お
世
話
に
な
り
、
ま
た

友
田
の
惣
代
北
森
成
男
氏
、
氏
子
総
代
の
井
上
多
太
治
氏
に
は
格
別
の
ご

配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

こ
の
調
査
で
も
竹
内
康
博
氏
（
金
城
学
園
大
学
講
師
）
に
手
伝
っ
て
い

た
だ
い
た
。
来
年
度
の
調
査
か
ら
は
竹
内
氏
の
ゼ
ミ
の
学
生
も
参
加
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
調
査
者
の
規
模
は
も
っ
と
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
調

査
参
加
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
森
謙
二
）

年度 名前 備考1

93 井川澄子 葬墓

93 岩間久恵 家族

93 大井香代子 結婚

93 大津芽意 祭り
I

ト

93 帯刀絵里 親族

93 小泉奈保子 親族

93 小松麻衣子 祭り

93 島根由貴 生業

93 鈴木美保 村制

93 瀬賀愛子 生業

93 関原由美子 年中

93 富永由紀 出産

93 豊田みゆき 年中

93 中田淳子 生業

93 野村幸代 葬墓

93 服部真由美 結婚

93 広沢奈津子 葬墓

93 柳林真由美 葬墓

93 山口 瞳 出産

93 山田晃子 村制

93 綿引純子 村制

93 綿引裕子 祭り

93 斎藤達雄 葬墓

93 池田 順 村制

93 杉野正和 村制

93 塚本威足 葬墓

93 岩淵 洋 年中

93 長谷川貴洋 祭り

93 瀧島和義 親族

93 坂本 剛 親族

93 直井則祥 葬墓

93 小坂達郎 葬墓

93 山枡陽人 葬墓

年度 名前 備考1

94 飯田早苗 出産

94 遠藤静絵 出産

94 大友直子 祭り

94 小野麻美 家族

94 上原子亜希 葬墓

94 川上智恵美 葬墓

94 小林紅美 生業

94 小峰裕子 祭り

94 斎川美恵子 葬墓

94 須藤 京 子 葬墓

94 関口泰子 家族

94 武石朋子 家族

94 台野美穂 家族

94 戸井田博子 葬墓

94 中島明子 村制

94 中野純子 生業

94 武藤由香 村制

94 栗田 淳 葬墓

94 加藤 寛 葬墓

94 大津真
一 葬墓

94 岡田 哲 生業

94 千葉景幸 葬墓

94 渡辺 靖 葬墓

94 指村繁範 葬墓

94 菅 淳也 祭里

94 岸田直樹 年中

94 山本直美 結婚

94 神谷聡一 家族

94 佐藤渉史 村制

94 杉岡岳史 祭り

94 中島靖浩 家族

94 渡邊 睦 村制
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１
ム
ラ
の
伝
承

①
開
発

水
分
神
社
の
鳥
居
の
側
に
堀
越
頓
宮
跡
の
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
続

日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
天
平
十
二
（
七
四
○
）
年
に
聖
武
天
皇
が
伊

勢
の
国
へ
行
幸
す
る
と
き
に
一
泊
さ
れ
た
地
が
「
堀
越
」
で
あ
る
と

さ
れ
、
そ
れ
を
記
念
す
る
碑
が
昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
に
建

て
ら
れ
た
。
こ
の
「
堀
越
頓
宮
」
に
つ
い
て
は
、
郷
士
史
家
池
田
源

太
氏
に
よ
っ
て
研
究
が
行
わ
れ
、
「
堀
越
」
は
友
田
の
北
方
の
「
字
堀

越
」
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
現
在
は
こ
の
地
が
山
中
に
埋
も
れ

て
い
る
か
ら
現
在
の
場
所
に
碑
を
建
立
し
た
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
都
祁
頓
宮
は
甲
岡
に
あ
っ
た
と
い
う
異
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
こ
の
地
が
大
和
（
平
城
京
）
と
伊
勢
を
結
ぶ
道
筋
で
あ
る

こ
と
は
そ
れ
以
後
の
文
献
の
な
か
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

水
分
神
社
が
友
田
の
地
に
遷
宮
し
た
の
は
天
禄
二
（
九
七
二
年

で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
地
域
は
興
福
寺
喜
多
院
二
階
堂
方
の
荘
園

と
な
り
、
鞆
田
の
二
階
堂
方
の
支
配
の
荘
園
山
内
七
庄
の
一
で
あ
り
、

山
内
七
庄
の
荘
官
と
し
て
鞆
田
氏
が
任
命
さ
れ
る
。
「
友
田
」
の
地
名

は
こ
の
鞆
田
氏
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
友
田
を
始

め
こ
の
近
隣
の
地
域
に
国
津
神
社
が
鎮
祭
さ
れ
る
の
も
一
○
世
紀
の

頃
と
さ
れ
て
い
る
。
『
村
史
』
で
は
南
之
庄
に
天
禄
二
年
に
国
津
神
社

に
初
め
て
鎮
祭
さ
れ
た
と
あ
る
（
七
七
頁
）
・

友
田
は
、
慶
長
郷
帳
に
は
「
供
田
村
」
、
元
和
郷
帳
に
は
「
鞆
田
村
」
、

寛
永
以
降
の
郷
帳
に
は
「
友
田
村
」
と
み
え
る
。
文
禄
の
検
地
帳
で

■■■■■■■■

村

制

は
、
石
高
四
三
○
石
八
斗
二
升
、
反
別
三
四
町
六
反
四
畝
一
九
歩
、
『
宗

国
史
』
（
一
七
四
八
年
頃
）
に
よ
る
と
、
石
高
に
は
変
化
は
な
く
、
戸

数
四
五
戸
、
人
口
二
一
九
人
、
祠
に
水
分
明
神
・
天
水
分
社
・
国
水

分
社
・
御
霊
社
・
七
福
神
・
九
頭
明
神
、
寺
に
観
音
寺
、
馬
二
頭
と

あ
る
。
村
中
央
の
小
字
古
城
に
、
中
世
鞆
田
秀
重
・
同
金
平
一
族
の

居
城
跡
が
残
り
、
友
田
城
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
南
東
に
堀
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
、
ホ
リ
カ
ミ
（
堀
上
）
の
地
名
が
あ
る
。
鞆
田
氏
は
、
一

六
一
五
年
五
月
七
日
、
大
阪
夏
の
陣
で
戦
死
し
た
。
ま
た
、
友
田
に

は
、
旧
国
津
神
社
跡
が
あ
る
。
明
治
四
○
年
九
月
一
○
日
に
水
分
神

社
に
合
祀
さ
れ
た
。
現
在
、
鳥
居
と
祠
、
鏡
池
が
残
り
、
恵
比
寿
さ

ん
を
祭
っ
て
い
る
。
人
々
は
国
津
神
社
を
九
頭
神
神
社
と
も
呼
ん
で

い
る
。
冬
至
に
最
初
に
日
の
さ
す
場
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。

友
田
は
「
北
側
」
「
向
出
」
「
並
松
」
の
三
つ
の
垣
内
に
区
分
さ
れ

て
い
る
。
名
前
の
由
来
は
、
「
向
出
」
は
「
北
側
」
か
ら
深
江
川
の
向

か
い
に
出
た
か
ら
「
向
出
」
、
「
並
松
」
は
伊
勢
街
道
に
松
が
植
え
て

あ
っ
た
か
ら
「
並
松
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
名
の
由
来

か
ら
「
北
側
」
が
最
初
に
開
発
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
わ
れ

て
い
る
。

②
事
件
・
紛
争

友
田
に
お
け
る
事
件
と
し
て
は
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
一

二
月
二
日
の
観
音
寺
の
焼
失
が
あ
る
。
こ
の
焼
失
に
よ
っ
て
、
過
去

帳
な
ど
友
田
村
に
伝
わ
る
多
く
の
文
書
（
並
松
池
の
境
界
線
に
関
わ

る
文
書
な
ど
）
も
減
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
堂
も
多
く
あ
っ
た

什
器
宝
物
も
悉
く
灰
と
な
り
、
翌
一
九
年
八
月
一
日
小
字
を
建
て
て

寺
跡
を
表
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
並
松
池
の
水
を
め
ぐ
っ
て
「
水
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３
自
治
組
織

ム
ラ
の
役
員
は
、
惣
代
一
名
、
副
惣
代
一
名
、
会
計
一
名
、
組
頭
六

名
（
各
垣
内
一
名
ず
つ
）
で
構
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
副
惣
代
、
会
計

の
各
一
名
は
組
頭
か
ら
選
出
さ
れ
る
の
で
、
計
七
名
で
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
任
期
は
惣
代
は
二
年
、
組
頭
は
一
年
ご
と
に
半
数
を

改
選
す
る
。
惣
代
は
、
友
田
の
行
政
上
の
責
任
者
で
あ
り
、
大
字
の
運

営
に
関
す
る
こ
と
を
、
主
な
仕
事
と
し
て
い
る
。
選
出
方
法
は
、
一
応

選
挙
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
信
任
投
票
で
あ
る
。

選
出
順
は
、
北
側
↓
並
松
↓
向
出
の
順
番
で
、
一
月
五
日
の
大
字
総
集

会
で
改
選
さ
れ
る
。
組
頭
は
、
垣
内
の
責
任
者
で
あ
り
、
ま
と
め
役
で

２
ム
ラ
の
領
域

友
田
の
領
域
は
、
道
、
穴
、
立
木
、
石
塚
、
鏡
池
な
ど
で
区
切
ら
れ

て
い
る
。
並
松
と
の
境
界
で
は
灯
篭
が
あ
る
。
し
か
し
現
在
で
は
、
農

業
改
善
事
業
に
よ
り
旧
来
の
道
が
整
理
さ
れ
、
境
界
と
な
っ
て
い
た
道

や
し
る
し
が
消
え
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
友
田
は
、
並
松
表
、
並

松
裏
、
向
出
東
、
向
出
西
、
北
側
前
、
北
側
奥
の
垣
内
に
区
分
さ
れ
て

い
る
。
北
側
奥
は
さ
ら
に
奥
垣
内
、
小
北
垣
内
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
垣

内
は
深
江
川
、
里
道
が
境
界
と
な
っ
て
い
る
。
里
道
は
現
在
使
わ
れ
て

い
な
い
か
、
歩
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
ま
た
、
垣
内

の
な
か
だ
け
で
行
な
う
作
業
や
行
事
に
、
彼
岸
の
道
作
り
、
イ
ロ
サ
ラ

ケ
（
溜
池
、
水
路
の
掃
除
）
、
墓
掃
除
、
草
と
り
な
ど
が
あ
る
。

げ
ん
か
」
も
し
ば
し
ば
お
こ
っ
て
い
る
。
六
○
～
七
○
年
く
ら
い
前

に
一
度
、
比
較
的
大
き
な
紛
争
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

４
寄
合

友
田
の
人
々
が
集
ま
る
機
会
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
一
月
五
日
大
字
総
集
会
（
役
員
改
選
、
決
算
報
告
、
各
戸
一
名
が

出
席
）

・
一
月
十
五
日
新
年
会
（
午
後
、
ム
ラ
全
員
が
集
ま
る
。
新
惣
代
の
始

ま
り
）

・
三
月
二
十
一
日
道
作
り
（
村
中
で
砂
利
を
ま
い
て
道
を
整
備
す
る
。

最
近
で
は
、
舗
装
し
て
あ
る
た
め
、
道
作
り
す
る
場

所
が
な
い
。
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
り
、
連
絡
事
項
の

伝
達
を
す
る
。
）
↓

・
四
月
二
十
三
日
九
頭
神
祭

・
五
月
末
（
田
植
え
が
終
わ
り
次
第
）
ケ
カ
ケ
ゴ
モ
リ
（
豊
作
祈
願
）

・
八
月
二
十
四
日
風
の
祈
祷

・
八
月
三
十
一
日
ツ
ゴ
モ
リ
ゴ
モ
リ
（
百
姓
の
仕
事
を
終
わ
ら
せ
た
祈

願
）

あ
る
。
選
出
方
法
は
、
垣
内
ご
と
に
家
順
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

納
税
組
合
長
も
兼
任
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
役
職
と
し
て
、
氏
子
総
代
（
任
期
三
年
、
順
番
は
北
側
↓

向
出
↓
並
松
の
順
）
、
寺
総
代
（
任
期
三
年
、
寺
は
観
音
寺
）
、
奥
山
委

員
（
任
期
三
年
、
選
出
は
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
、
総
集
会
で
話
あ
っ

て
か
ら
、
推
薦
し
た
人
を
、
村
が
議
決
す
る
）
、
民
生
委
員
（
任
期
三
年
、

主
な
仕
事
は
大
字
内
の
老
人
や
身
体
障
害
者
な
ど
の
援
助
）
、
森
林
組
合

（
任
期
三
年
）
、
農
家
組
合
（
任
期
三
年
）
、
ア
ル
キ
（
主
な
仕
事
は
、
ム

ラ
の
連
絡
事
項
の
伝
達
）
な
ど
が
あ
る
。
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５
ム
ラ
の
構
成
員

友
田
で
は
、
「
垣
内
入
り
」
と
い
う
も
の
は
な
く
、
「
村
入
り
」
が
認

め
ら
れ
た
ら
、
そ
の
住
居
に
よ
り
、
垣
内
が
決
ま
っ
て
い
た
。
分
家
し

た
場
合
も
、
そ
の
住
居
に
よ
り
、
垣
内
が
決
定
し
た
。
他
の
地
域
か
ら

移
転
し
て
き
て
、
ム
ラ
の
一
人
前
の
構
成
員
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め

に
は
、
入
区
の
時
に
入
区
料
（
三
万
、
六
万
、
十
万
円
と
話
し
を
窺
っ

た
方
に
よ
っ
て
金
額
が
違
う
）
を
支
払
い
、
酒
一
升
を
も
っ
て
挨
拶
し

た
。
ま
た
、
ム
ラ
の
構
成
員
に
な
る
こ
と
で
、
墓
の
使
用
も
認
め
ら
れ

た
。

し
か
し
、
現
在
（
数
年
前
か
ら
）
は
こ
の
よ
う
な
「
ム
ラ
入
り
」
の

制
度
を
廃
止
し
た
。
住
居
の
自
由
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
ム
ラ
入

り
」
の
特
別
の
手
続
き
は
必
要
と
し
な
い
。
し
か
し
、
旧
来
の
共
有
地

の
権
利
は
旧
村
民
に
限
定
さ
れ
、
、
新
住
民
に
共
有
地
の
権
利
を
認
め
る

こ
と
は
な
い
。
他
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
旧
住
民
と
新
住
民
と
の
格
差

を
な
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
ム
ラ
入
り
」
の
制
度
は
廃
止
さ
れ

た
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
酒
一
升
を
も
っ
て
挨
拶
を
す
れ
ば
、
村
の

寄
合
に
も
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

ム
ラ
の
構
成
員
の
義
務
と
し
て
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
池

の
管
理
、
水
番
、
小
入
用
の
負
担
（
年
二
回
、
四
月
と
十
二
月
に
徴
収

九
月
十
八
日
エ
シ
キ
ゴ
モ
リ
（
観
音
講
）

九
月
二
十
三
日
道
作
り

十
月
二
十
六
日
水
分
神
社
の
祭
り

十
一
月
末
新
嘗
祭
（
最
後
の
篭
も
り
）

十
二
月
十
日
算
用
講

７
年
齢
集
団

子
供
会
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
き
た
。
参
加
で
き
る
の
は
、
保
育

所
の
子
供
か
ら
小
学
生
ま
で
で
、
活
動
内
容
は
夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ
な

ど
で
あ
る
。
垣
内
ご
と
に
、
役
員
二
名
（
五
、
六
年
生
の
母
親
）
が
い

る
。
青
年
団
は
都
祁
村
全
体
の
青
年
団
に
属
し
て
い
る
。
活
動
内
容
は

６
共
有
権
（
水
利
慣
行
）

友
田
の
財
産
と
し
て
、
大
字
内
に
大
久
保
池
（
ニ
ッ
池
）
、
ビ
バ
ク
ボ

池
、
ス
リ
バ
チ
池
が
あ
る
。
ス
リ
バ
チ
池
は
、
友
田
の
領
域
に
あ
る
が
、

水
利
権
は
白
石
が
も
つ
。
ま
た
、
藺
生
の
領
域
に
あ
る
並
松
池
（
大
池

と
も
呼
ば
れ
る
）
は
、
友
田
が
水
利
権
を
も
つ
。
そ
の
た
め
、
池
年
貢

と
し
て
、
年
四
万
円
を
藺
生
に
納
め
て
い
る
。
こ
の
池
年
貢
の
費
用
は

並
松
池
の
水
を
利
用
す
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
ダ
イ
ジ
（
友
田
）
で
負

担
す
る
。
こ
の
溜
池
に
か
か
る
費
用
な
ど
は
、
田
の
耕
作
面
積
に
応
じ

て
割
当
金
を
払
い
、
年
末
に
徴
収
し
惣
代
が
納
め
に
行
く
。
用
水
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
昔
は
、
一
年
交
代
で
イ
デ
番
が
あ
っ
た
。
現
在
は
、
池

の
水
を
利
用
し
て
い
る
人
が
順
番
に
管
理
し
て
い
る
。
並
松
池
に
は
、
樋

（
上
樋
［
二
つ
］
、
中
樋
、
底
樋
）
の
四
つ
の
水
門
と
、
深
江
川
に
イ
セ

キ
（
沓
路
、
中
井
出
、
大
橋
）
の
三
つ
の
水
門
が
あ
り
、
そ
の
水
門
で

水
の
量
を
調
節
し
て
い
る
。
現
在
は
、
機
械
で
調
節
し
て
い
る
が
、
以

前
は
水
の
量
の
調
節
が
う
ま
く
い
か
ず
、
た
び
た
び
友
田
と
藺
生
の
間

で
「
水
ゲ
ン
カ
」
が
起
こ
っ
た
。

す
る
。
消
防
費
、
お
寺
［
ソ
ウ
ム
ギ
］
費
、
初
穂
費
、
公
民
館
費
が
あ

る
）
、
ム
ラ
の
デ
ァ
イ
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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１
農
業

田
の
こ
と
は
、
一
般
に
タ
ン
ポ
と
い
う
。
個
々
の
田
の
名
称
は
、
あ

ざ
な
（
字
）
で
呼
ば
れ
る
場
合
（
大
久
保
、
ヒ
ガ
イ
な
ど
）
田
の
種
類

に
よ
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
（
田
の
種
類
に
は
ミ
ズ
タ
（
水

田
）
〔
湿
田
〕
、
ヒ
ロ
ミ
（
ジ
ョ
ウ
デ
ン
）
〔
広
い
田
〕
、
タ
ニ
ダ
〔
谷
に

あ
る
狭
い
田
〕
な
ど
が
あ
る
）
。
地
租
改
正
の
時
に
地
番
が
付
け
ら
れ
た

の
で
、
最
近
で
は
地
番
で
識
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

田
の
水
は
、
溜
池
（
並
松
池
〔
大
池
〕
、
大
久
保
池
〔
ニ
ッ
池
〕
、
ビ

運
動
会
、
盆
踊
り
の
運
営
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
あ
る
。
婦
人
会
は

希
望
者
が
は
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
嫁
に
き
て
か
ら
五
十
歳
く
ら
い
ま

で
。
活
動
内
容
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
運
動
会
の
手
伝
い
、
食
事
会
、
研

修
会
、
盆
踊
り
な
ど
で
あ
る
。
老
人
会
は
来
迎
寺
、
甲
岡
と
一
緒
に
活

動
し
て
い
る
。
年
齢
は
六
十
五
歳
以
上
。
年
会
費
と
し
て
千
円
払
う
が

八
十
歳
以
上
は
免
除
さ
れ
る
。
活
動
内
容
は
週
二
回
の
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

と
月
一
回
（
二
十
一
日
）
の
水
分
神
社
の
掃
除
な
ど
で
あ
る
。
消
防
団

（
第
四
分
団
）
は
、
友
田
、
藺
生
、
小
山
戸
、
来
迎
寺
、
甲
岡
、
相
河
で

組
織
さ
れ
る
。
年
齢
は
決
ま
っ
て
い
な
い
・

都
祁
村
全
体
の
も
の
と
し
て
、
青
年
団
、
消
防
団
、
老
人
会
、
婦
人

会
が
あ
る
。
友
田
だ
け
の
も
の
と
し
て
は
、
戦
後
、
里
桜
会
（
戦
争
に

行
っ
た
人
達
）
が
で
き
、
そ
の
名
前
が
変
更
し
て
、
現
在
で
は
平
友
会

と
な
っ
て
い
る
。
活
動
内
容
は
年
に
何
回
か
花
見
、
新
年
会
、
日
帰
り

旅
行
な
ど
を
し
て
い
る
。

二
生
業

ワ
ク
ポ
池
）
・
川
（
深
江
川
〔
井
出
は
、
沓
路
・
中
井
出
・
大
橋
の
三
つ

が
あ
る
〕
）
・
天
水
に
依
存
し
て
い
る
。
一
九
八
○
年
代
の
末
に
農
業
改

善
事
業
に
よ
っ
て
地
盤
整
理
が
行
わ
れ
、
国
・
県
の
補
助
金
、
公
庫
資

金
を
通
じ
て
、
田
の
区
画
が
大
き
く
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
今
で
は
、
隣

の
田
を
通
ら
な
く
て
も
直
接
自
分
の
田
に
、
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

稲
作
作
業
の
作
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
苗
代
ゴ
シ
ラ
エ
〔
苗
代
↓
種

ヅ
ヶ
↓
モ
ミ
マ
キ
〕
②
田
植
準
備
〔
ア
ラ
オ
コ
シ
↓
シ
ル
カ
キ
〕
③
田
植

〔
田
植
え
↓
サ
ナ
ブ
リ
〕
④
田
植
え
の
あ
と
〔
ソ
グ
サ
刈
り
↓
カ
ジ
タ
〕
⑤

収
穫
〔
ホ
カ
ケ
〕

用
水
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
池
の
責
任
を
区
長
が
お
っ
て

い
る
。
用
水
を
使
用
す
る
、
使
用
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
垣
内
六
つ
が

一
年
ご
と
に
順
番
に
管
理
し
て
い
る
（
当
番
制
）
。
そ
の
係
に
は
、
お
池

係
と
い
っ
て
、
水
漏
れ
を
修
理
す
る
係
と
樋
を
止
め
る
係
が
あ
る
。
並

松
池
に
は
上
樋
（
二
つ
）
と
中
樋
と
底
樋
の
四
つ
の
係
が
あ
っ
た
。
現

在
は
、
機
械
で
水
の
量
を
自
動
調
節
し
て
い
る
。

用
水
の
管
理
で
苦
労
し
た
の
は
、
現
在
は
自
動
に
な
っ
て
い
る
が
、
過

去
は
ま
止
め
や
、
井
出
止
め
な
ど
で
池
の
水
の
量
を
調
節
す
る
こ
と
や
、

水
が
減
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
自
由
に
水
を
流
す
と
流
れ
な
い
田
が
で
て

し
ま
う
の
で
、
水
当
番
の
人
が
周
り
を
見
て
や
け
て
い
る
田
に
水
を
流
す

こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
水
の
流
れ
て
く
る
順
番
を
待
っ
て
い
て

は
、
田
植
え
に
遅
れ
て
し
ま
う
の
で
も
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
九

四
年
の
よ
う
に
雨
が
少
な
い
場
合
や
池
の
水
が
残
り
少
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
水
の
配
分
に
配
慮
が
必
要
と
な
る
。

並
松
池
は
藺
生
が
所
有
し
て
い
る
が
、
藺
生
の
土
地
が
高
い
所
に
あ

る
の
で
自
分
達
の
田
に
池
の
水
を
引
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
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２
副
業

副
業
と
し
て
茶
・
養
蚕
・
炭
・
材
木
が
行
わ
れ
て
い
た
。

茶
時
期
は
一
回
目
が
五
月
～
六
月
二
番
茶
）
、
二
回
目
が
七
月
末

頃
（
二
番
茶
）
に
作
ら
れ
る
。
昔
は
手
も
み
を
し
て
作
っ
て
い
た

が
、
二
○
年
前
か
ら
は
垣
内
で
ま
と
め
て
製
茶
工
場
で
加
工
し
て

も
ら
い
、
製
品
に
し
て
売
っ
た
り
自
分
の
家
で
飲
ん
だ
り
し
て
い

た
。
明
治
初
期
、
宇
治
よ
り
移
植
し
て
か
ら
昭
和
三
○
年
頃
ま
で

友
田
は
、
藺
生
に
毎
年
お
金
（
池
年
貢
四
万
円
）
を
払
っ
て
池
の
水
を

使
用
し
て
い
る
（
並
松
池
の
水
利
権
を
所
有
し
て
い
る
の
は
友
田
で
あ

る
）
・田

植
え
や
稲
刈
り
の
時
の
労
働
力
の
調
達
（
ユ
イ
）
は
、
親
戚
．
近

隣
間
で
行
わ
れ
た
。
仕
事
を
手
伝
っ
た
と
き
の
対
価
と
し
て
は
、
ユ
イ

が
え
し
を
行
う
形
態
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
そ
の
対
価
を
金
銭
で
支
払

う
こ
と
は
な
く
、
食
事
を
御
馳
走
す
る
く
ら
い
だ
っ
た
。
戦
前
は
モ
ン

ペ
を
贈
っ
て
お
礼
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ユ
イ
は
昭
和
四
○
年
頃
か
ら

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
機
械
化
が
進
ん
だ
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。

畑
の
こ
と
を
ザ
エ
ン
バ
（
菜
園
場
）
〔
屋
敷
に
近
い
畑
〕
、
ヒ
ラ
バ
タ

ケ
（
平
畑
）
、
チ
ャ
バ
タ
ケ
（
茶
畑
）
と
い
う
。
畑
で
は
戦
前
は
、
茶
、

大
根
、
キ
ュ
ウ
リ
、
大
豆
、
ト
マ
ト
、
さ
つ
ま
い
も
、
麦
、
ご
ぼ
う
、
茄

子
、
ナ
ン
キ
ン
、
白
菜
等
を
作
っ
た
。
現
在
は
、
白
菜
、
キ
ュ
ウ
リ
、
茄

子
、
大
根
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
人
参
、
ご
ぼ
う
、
じ
ゃ
が
い
も
、
ほ

う
れ
ん
草
な
ど
戦
前
と
作
る
物
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
作
る
量
は

か
な
り
減
っ
た
。

盛
ん
で
あ
っ
た
。
現
在
は
続
け
て
い
る
家
も
あ
る
が
、
採
算
が
と

れ
な
く
な
っ
た
た
め
作
ら
な
く
な
っ
た
所
が
多
い
。
お
茶
は
完
全

な
換
金
作
物
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
そ
の
量
は
少
な
く
な

っ
た
。
主
な
取
引
先
は
県
内
十
二
農
協
、
県
外
で
は
鹿
児
島
や
愛

媛
の
組
合
や
経
済
連
な
ど
が
あ
っ
た
。

養
蚕
時
期
は
四
月
～
八
月
。
明
治
維
新
の
頃
か
ら
昭
和
三
○
年
頃
ま
で

行
わ
れ
て
い
た
。
内
容
は
、
桑
の
木
を
育
て
て
、
桑
の
葉
を
蚕
に

食
べ
さ
せ
る
。
ま
ゆ
に
な
る
ま
で
育
て
て
売
る
。

炭
時
期
は
農
閑
期
（
十
二
月
～
二
月
）
頃
。
戦
後
か
ら
昭
和
三
○
年

頃
ま
で
作
ら
れ
て
い
た
。
原
木
を
切
っ
て
一
週
間
く
ら
い
炭
釜
で

完
全
に
燃
え
る
ま
で
燃
や
す
。
炭
は
ナ
ラ
の
木
が
主
流
で
、
そ
の

他
ク
ヌ
ギ
、
ホ
ソ
、
松
の
木
な
ど
も
使
わ
れ
た
。
今
で
も
並
松
池

の
近
く
に
炭
を
焼
く
釜
が
残
っ
て
い
る
家
も
あ
っ
た
。

材
木
昭
和
二
○
年
頃
ま
で
時
期
を
関
係
な
し
に
行
っ
て
い
た
。
山
の
木

を
切
っ
て
、
材
木
市
場
に
売
り
に
出
す
。
ほ
と
ん
ど
は
私
有
に
山

林
を
保
有
し
て
い
る
が
、
公
有
地
や
共
有
地
も
あ
り
、
奥
山
と
呼

ば
れ
る
入
会
地
に
は
、
関
係
大
字
や
学
校
林
〔
昭
和
二
九
～
三
四

年
ま
で
・
目
的
…
植
樹
増
林
教
育
の
た
め
〕
等
も
設
け
ら
れ
て
い

た
。

松
茸
入
札
日
が
八
月
三
一
日
。
個
人
所
有
の
山
で
も
、
友
田
の
も
の
と

し
て
入
札
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
入
札
し
た
人
以
外
は
、
誰
も
そ

の
山
に
は
入
れ
な
く
な
る
。
入
札
費
は
七
～
八
万
円
。
そ
の
お
金

は
友
田
の
も
の
に
な
る
。
松
茸
山
は
西
山
、
高
山
、
中
山
ｐ
東
山

の
四
ヶ
所
あ
る
。
昔
は
青
年
団
が
夜
番
を
し
て
い
た
。

出
稼
ぎ
に
つ
い
て
は
行
っ
た
家
と
行
か
な
い
家
と
が
あ
り
、
行
っ
た
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家
で
は
、
昭
和
三
○
～
四
○
年
頃
で
主
に
農
閑
期
（
十
二
月
～
二
月
）

行
っ
た
。
場
所
は
天
理
、
大
阪
、
四
国
な
ど
で
道
路
の
舗
装
や
土
建
、

仕
事
で
働
い
た
。

３
交
通
と
交
易

友
田
と
行
き
来
が
多
か
っ
た
地
域
は
、
天
理
市
・
桜
井
市
・
榛
原
町

な
ど
で
あ
る
。
塩
は
、
小
山
戸
の
滝
本
家
か
ら
購
入
し
た
。
行
商
人
は
、

白
石
・
天
理
市
・
桜
井
市
・
榛
原
町
・
丹
波
市
（
京
都
府
）
・
櫟
ノ
本
か

ら
海
産
物
や
衣
類
、
日
用
雑
貨
、
果
物
、
乾
物
類
な
ど
を
持
ち
こ
ん
だ
。

物
々
交
換
は
な
い
と
い
う
家
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
あ
る
と
い
う
家

で
は
、
昭
和
三
○
年
頃
ま
で
炭
、
米
、
茶
、
野
菜
等
を
食
料
や
雑
貨
と

交
換
し
た
。

交
通
手
段
と
し
て
は
、
徒
歩
が
主
で
あ
っ
た
が
、
バ
ス
、
自
転
車
、
バ

イ
ク
、
三
○
年
前
く
ら
い
か
ら
自
動
車
な
ど
が
利
用
さ
れ
た
。
冬
は
、
徒

イ
ク
、
三
○
年
前
く
ら

４
食

歩
や
バ
ス
で
あ
っ
た
。

主
食
は
米
で
あ
っ
た
が
、
米
が
な
い
と
き
は
、
麦
（
米
七
麦
三
）
・
さ

つ
ま
芋
・
じ
ゃ
が
芋
・
大
豆
を
米
に
混
ぜ
て
食
べ
た
。
パ
ン
は
戦
後
か

ら
食
べ
始
め
た
家
も
あ
っ
た
が
、
家
に
よ
っ
て
か
な
り
差
が
あ
り
、
一

○
～
十
五
年
く
ら
い
前
か
ら
食
べ
始
め
た
と
い
う
家
も
あ
っ
た
。
副
食

は
魚
（
塩
の
イ
ワ
シ
・
ニ
シ
ン
・
シ
ャ
ケ
）
や
野
菜
（
大
根
・
人
参
・
ナ

ン
キ
ン
・
茄
子
・
じ
ゃ
が
芋
・
ほ
う
れ
ん
草
）
が
多
か
っ
た
。
肉
は
普

段
は
あ
ま
り
食
べ
ず
、
お
祭
り
な
ど
の
特
別
の
日
に
食
べ
ら
れ
た
。

食
事
は
広
敷
、
土
間
、
台
所
で
さ
れ
て
い
た
。
座
る
場
所
は
、
上
座 山に

に
家
長
や
年
寄
り
（
祖
父
・
祖
母
）
、
下
座
に
女
の
人
（
嫁
）
や
子
供
が

座
っ
た
。
女
性
は
よ
く
動
く
の
で
炊
事
場
や
台
所
に
近
い
場
所
で
食
べ

て
い
た
。
食
事
の
回
数
は
四
～
五
回
（
朝
・
間
食
・
昼
・
間
食
・
夜
）
と

と
っ
て
い
た
。
子
供
の
お
や
つ
は
か
き
も
ち
（
芋
を
干
し
て
乾
か
し
て
、

焼
い
た
も
の
）
、
き
り
こ
（
大
豆
の
妙
っ
た
も
の
）
、
そ
ら
豆
、
干
し
柿

な
ど
で
あ
っ
た
。

《
行
事
料
理
》

・
正
月

雑
煮
（
大
根
・
人
参
・
里
芋
・
豆
腐
・
味
噌
味
・
餅
）

・
正
月
七
日

七
草
粥
、
油
揚
げ
ご
飯

・
正
月
十
五
日
小
豆
粥
、
鏡
餅
（
塩
味
）

、
三
月
節
句
ひ
し
餅
（
よ
も
ぎ
餅
を
ひ
し
形
に
切
っ
た
も
の
）

、
五
月
節
句
ち
ま
き
（
笹
の
葉
で
包
み
カ
ヤ
で
巻
く
）

・
お
盆
お
は
ぎ
、
団
子
、
ず
い
き
芋
、
そ
う
め
ん
等
を
作
る

、
祭
り
肉
や
魚
（
上
等
）
、
餅

Ａ
家
族

１
家
族
類
型

今
回
行
っ
た
調
査
で
は
、
六
十
二
軒
中
四
十
三
軒
の
家
か
ら
調
査
票

を
回
収
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
家
族
構
成
、
家
族
類
型
、
世
帯
主
の
年
齢

分
布
、
宗
教
、
職
業
分
布
の
統
計
を
出
し
た
の
だ
が
、
そ
の
結
果
、
ま

ず
目
に
付
く
の
は
世
帯
主
の
年
齢
の
高
さ
で
あ
る
。
友
田
の
世
帯
主
の

平
均
年
齢
は
六
十
二
歳
で
、
全
四
十
三
軒
の
う
ち
五
十
歳
以
上
の
世
帯

三
家
族
・
親
族
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一

主
の
数
が
約
八
割
を
占
め
て
お
り
、
六
十
代
が
最
も
多
く
、
四
十
三
軒

中
十
六
軒
、
七
十
歳
以
上
も
十
三
軒
あ
っ
た
。

ま
た
、
家
族
構
成
の
統
計
を
見
て
興
味
深
い
こ
と
と
し
て
は
、
世
帯

主
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
か
、
世
帯
主
の
父
親
が
い
る
割
合

は
、
わ
ず
か
三
軒
し
か
な
か
っ
た
こ
と
や
、
世
帯
主
が
長
男
の
嫁
と
同

居
し
て
い
る
家
が
十
三
軒
も
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
友
田
で
は
、
世
帯
主
が
自
分
の
生
前
に
譲
る
の
は
ご
く
稀
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
、
か
つ
て
は
隠
居
習
俗
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
聞
き
書
き
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家

族
構
成
か
ら
隠
居
習
俗
が
見
え
て
こ
な
い
の
は
、
（
１
）
ア
ト
ッ
ギ
世
帯

が
同
居
し
て
い
な
い
世
帯
が
多
い
こ
と
、
（
２
）
ア
ト
ッ
ギ
世
帯
が
同
居

す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
ア
ト
ッ
ギ
が
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
少
な

い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。

宗
教
は
圧
倒
的
に
真
言
宗
が
多
く
、
他
の
宗
派
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
こ
の
地
域
の
寺
（
観
音
寺
）
の
宗
派
が
真
言
宗
で
あ
る
こ
と
か
ら

む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
明
治
以
降
天
理
教
が
入
っ
て
き
た
こ

と
に
よ
っ
て
宗
旨
を
天
理
教
に
変
更
し
た
家
、
ま
た
戦
後
に
な
っ
て
創

価
学
会
に
加
入
し
た
家
も
あ
る
が
、
そ
の
数
は
多
い
わ
け
で
は
な
い
・

通
婚
圏
に
つ
い
て
は
、
現
世
帯
主
の
世
代
で
は
、
都
祁
村
内
が
全
体

の
三
分
の
二
を
占
め
（
三
十
九
軒
中
二
十
六
軒
）
、
そ
れ
に
次
い
で
奈
良

県
内
が
十
一
軒
と
、
県
外
出
身
者
は
わ
ず
か
に
二
軒
の
み
で
極
端
に
少

な
か
っ
た
。

次
に
職
業
を
見
て
み
る
と
、
大
体
、
農
業
が
中
心
で
あ
る
が
、
専
業

農
家
は
少
な
く
、
大
抵
、
家
族
員
の
誰
か
が
働
き
に
出
る
な
ど
し
て
何

表2戸主年齢分布 表l家族類型
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年 齢 実数

34

39

44

46

54

59

64

69

74

79

84

89

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

０
３
１
４
４
２
12

４
４
４
４
１

合計 43

類型 実数 構成比

夫
婦

１
２
３

一
｜
ｌ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

小計

０
７
６

13

0.0％

16.3％

14.0%

30.3％

直
系

１
２
３

－
一
一

Ｓ
Ｓ
Ｓ

小計

1

４
４

１
１

29

2.3％

％
％

６
６

●
●

２
２

３
３

67.5％

傍
傍－1

小計

1

1

2.3％

2.3％

合 計 43 100．0%
●



表3家族構成表4宗教分布表5職業分布

※神道は「天理教」のこ

とと思われるが、確認

していないので、その

まま記載するものとす

る。

３
家
長
の
地
位
、
ア
ト
ッ
ギ

家
長
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
は
、
お
正
月
の
三
ヶ
日
に
一

２
家
族
員
の
呼
称
、
食
事
の
場
所
・
座
順

家
族
員
の
中
で
、
長
男
ｌ
ア
ニ
ャ
ン
、
長
女
ｌ
ネ
ー
、
叔
父
Ｉ
オ
ッ

サ
ン
、
叔
母
ｌ
オ
バ
サ
ン
、
祖
父
ｌ
オ
ジ
イ
、
祖
母
ｌ
オ
バ
ァ
、
父
ｌ

オ
ト
ウ
チ
ャ
ン
、
母
ｌ
オ
カ
ア
チ
ャ
ン
、
と
呼
ん
で
い
た
。
食
事
の
内

容
は
み
ん
な
同
じ
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
家
長
と
多
少
差
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
「
広
敷
」
と
呼
ば
れ
る
台
所
の
横
の
板
の
間
で
食
事
を

し
た
。
座
順
で
は
、
家
長
や
男
が
上
座
に
座
り
、
女
が
下
座
に
座
っ
た
。

嫁
や
女
の
子
は
母
の
所
よ
り
も
少
し
下
が
っ
た
所
で
給
仕
を
し
て
い
た
。

女
は
土
間
で
食
べ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
前
に
は
家
族

の
中
で
一
番
年
上
の
者
（
祖
父
）
が
神
棚
側
に
座
っ
た
と
い
う
所
も
あ

っ
た
。

ら
か
の
職
と
兼
ね
て
い
る
。
農
業
収
入
だ
け
で
は
生
活
が
で
き
な
い
の

で
、
家
族
員
の
誰
か
が
農
業
以
外
の
職
業
に
就
き
、
兼
業
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
こ
の
地
域
で
も
は
っ
き
り
と
現

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
世
帯
の
小
規
模
化
が
急
速
に
進

む
現
代
社
会
の
な
か
で
、
友
田
で
は
五
人
以
上
の
家
族
員
で
構
成
さ
れ

る
家
が
二
十
四
軒
と
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

の
地
域
が
奈
良
市
を
含
め
た
関
西
都
市
圏
の
通
勤
圏
に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
、
近
隣
の
小
都
市
に
職
場
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
こ

の
こ
と
が
三
世
代
家
族
を
増
加
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
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世帯主 人数

主
父
母

帯
妻
父
母

世
柤
祖

６
９

１
－
１
－

－
０
－
０

０
２
０
２

１
１
１
ｉ

男
男
女
女

子
子
子
子

(20～

(0～19

(20～

孫

養子

養子の嫁

長男の嫁

叔母

43

42

3

15

０
１
６

20

５
８

33

５
５

13

1

合計 200

真言宗

真言宗十天理教

天理教

創価学会

真言宗十神道

神道

その他

不明

弘
２
２
２
１
１
１
２

合計 45

農業

勤め

自営業

農業十勤め

農業十自営業

農業十公務員

自営業十勤め

毎
Jも､， 職

公務員

不明

９
４
５
８
３
２
１
２
１
８

合計 43



４
主
婦
と
嫁
の
地
位

主
婦
の
主
な
仕
事
は
、
家
事
と
農
作
業
と
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い

た
。
家
事
と
い
っ
て
も
現
在
の
家
事
の
内
容
と
は
異
な
り
、
家
事
の
量

は
今
に
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
多
か
っ
た
。
二
十
五
年
位
前
は

漬
物
（
タ
ク
ワ
ン
等
）
を
漬
け
る
の
も
主
婦
の
仕
事
で
あ
っ
た
し
、
夏

に
は
布
団
の
洗
濯
、
着
物
の
仕
立
て
直
し
、
冬
は
針
仕
事
で
あ
っ
た
。
現

番
早
く
起
き
て
長
男
と
一
諸
に
お
供
え
も
の
と
お
雑
煮
を
作
る
こ
と
で

あ
り
、
現
在
も
行
っ
て
い
る
。
雑
煮
を
作
る
た
め
に
、
三
十
～
四
十
年

前
は
元
旦
に
水
分
神
社
の
篝
火
を
も
ら
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
使
っ
た
と

も
い
う
。
ま
た
、
元
日
一
に
水
分
神
社
に
参
っ
て
か
ら
桜
井
の
大
神
（
お

お
み
わ
）
神
社
に
参
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

戦
前
の
家
長
と
現
在
の
家
長
の
権
威
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
の
内
容

と
し
て
は
、
戦
前
は
家
長
よ
り
も
先
に
風
呂
に
入
る
こ
と
や
食
事
を
す

る
こ
と
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
食
事
の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、

魚
を
食
べ
る
時
に
家
長
が
頭
の
方
、
妻
が
尾
の
方
で
あ
っ
た
。
現
在
と

比
べ
る
と
、
戦
前
は
家
長
の
権
威
が
強
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

家
長
が
生
前
に
ア
ト
ッ
ギ
に
地
位
を
譲
る
時
、
隠
居
し
て
暮
ら
せ
る

程
度
の
財
産
を
残
し
て
、
土
地
の
登
記
害
や
預
金
通
帳
・
実
印
に
つ
い

て
の
譲
る
、
譲
ら
な
い
は
家
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
家

長
が
地
位
を
ア
ト
ッ
ギ
に
譲
っ
た
後
、
氏
子
総
代
な
ど
の
役
職
に
つ
く

こ
と
が
あ
っ
た
。
ア
ト
ッ
ギ
は
ほ
と
ん
ど
の
家
で
長
男
が
理
想
的
で
あ

る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
長
男
が
い
な
い
時
に
は
長
女
に
養
子
を

と
っ
た
。
ア
ト
ッ
ギ
だ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
特
別
な
育
て
方
は
し
な

い
と
い
う
所
が
多
か
っ
た
。

５
子
供

子
供
が
農
作
業
を
手
伝
う
よ
う
に
な
る
の
は
、
戦
前
は
六
歳
頃
か
ら

手
伝
っ
た
と
い
う
。
家
の
な
か
で
す
る
仕
事
は
、
お
茶
で
お
粥
を
た
く

こ
と
、
風
呂
焚
き
な
ど
で
あ
っ
た
。
小
遣
い
は
父
親
・
母
親
・
祖
父
か

在
で
は
家
事
労
働
の
社
会
化
が
進
み
、
同
じ
炊
事
洗
濯
で
も
随
分
楽
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
昔
は
主
婦
の
仕
事
に
は
家
長
が
口
を

出
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
食
事
が
ま
ず
い
時
に
し
か
る
こ
と
や
、
布
団

の
の
り
か
え
、
洗
濯
を
や
る
よ
う
に
言
い
つ
け
る
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
買
い
物
に
出
る
時
、
自
分
の
用
事
で
外
出
す
る
時
、
特
に
実

家
に
帰
る
時
は
家
長
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
主
婦
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
は
、
「
朝
早
く
起
き
て
よ
く
働
く
」
「
優
し
い
」
等
が
あ
げ
ら
れ
て

い
た
。

嫁
の
条
件
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
戦
前
で
八
～
九
割
の
人
が
家
格

が
釣
り
合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
に
は
丈
夫
で
よ
く
働
く
こ
と
、

家
が
近
く
で
あ
る
こ
と
、
女
学
校
を
出
て
い
る
か
、
心
優
し
い
人
、
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

嫁
の
主
な
仕
事
は
家
事
で
、
実
家
に
帰
る
時
は
舅
・
姑
・
夫
の
許
可

を
必
要
と
し
た
。
嫁
の
小
遣
い
は
実
家
か
ら
貰
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

嫁
に
い
っ
て
も
実
家
へ
の
依
存
が
う
か
が
え
る
。
他
に
舅
・
姑
か
ら
貰

う
、
全
然
貰
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
嫁
い
じ
め
は
少
な
か

っ
た
と
言
う
が
、
嫁
が
働
い
て
い
て
も
「
働
い
て
い
な
い
」
と
近
所
に

触
れ
回
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
戦
前
は
嫁
の
立
場
は
つ
ら

い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
嫁
の
立
場
も
強
く
な
り
、
自
由
に
の
び

の
び
と
し
て
い
る
。
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７
養
子

養
子
を
と
る
の
は
、
子
供
が
い
な
い
時
や
女
の
子
ば
か
り
の
時
で
あ
っ

て
、
労
働
力
が
足
り
な
い
の
で
働
き
手
と
し
て
養
子
を
と
る
と
い
う
こ
と

６
家
族
と
財
産

家
長
が
先
祖
伝
来
の
土
地
を
処
分
す
る
時
に
は
、
家
族
や
親
族
に
相

談
す
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
本
家
に
は
相
談
し
な
い
。
先
祖
伝
来
の
土

地
を
処
分
す
る
の
は
、
お
金
が
な
く
て
困
っ
た
時
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ

の
後
そ
れ
を
買
い
戻
す
た
め
に
働
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
戦
前
に
は
、
先

祖
伝
来
の
財
産
と
自
分
で
稼
い
だ
財
産
と
の
間
に
は
区
別
が
な
い
と
い

う
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
家
に
一
つ
の
お
財
布
し
か
な
く
、
そ
こ

か
ら
出
し
入
れ
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
、
自
分
で

働
い
た
収
入
は
本
人
の
も
の
に
な
る
。

家
長
が
公
認
し
て
い
る
へ
ソ
ク
リ
は
な
い
が
、
主
婦
が
へ
ソ
ク
リ
を

し
て
そ
の
お
金
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
郵
便
局
に
預
け
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
。

ら
定
期
的
に
は
貰
わ
ず
、
祭
り
な
ど
特
別
な
こ
と
が
あ
る
時
に
そ
の
つ

ど
貰
っ
て
い
た
。

ま
た
、
戦
後
ま
も
な
く
に
子
供
が
学
校
へ
お
金
を
も
っ
て
い
っ
て
農

協
貯
金
と
い
う
も
の
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
家
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い

は
あ
る
が
、
一
か
月
十
銭
く
ら
い
を
積
み
立
て
て
い
た
。
そ
の
お
金
は

学
校
を
卒
業
す
る
と
、
自
由
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
子
供
が
奉

公
に
行
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
酒
屋
さ
ん
で
は
奉
公
人
を

デ
ッ
チ
と
呼
ん
で
雇
っ
て
い
た
。

は
な
い
。
婿
養
子
を
と
る
の
は
子
ど
も
が
女
子
だ
け
の
と
き
で
あ
り
、
そ

の
場
合
に
は
血
の
つ
な
が
り
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。
子
供
が
い
な
い
場
合

に
は
血
の
つ
な
が
り
が
強
い
所
（
父
方
、
母
方
の
親
族
）
か
ら
迎
え
る
。
そ

し
て
、
婿
養
子
も
自
分
の
息
子
の
よ
う
に
隣
組
な
ど
の
役
員
を
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
戦
前
の
段
階
で
は
村
外
か
ら
の
養
子
の
場
合
に
は
ム
ラ
の

役
職
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

Ｂ
親
族

１
親
類

本
家
は
オ
モ
ャ
、
分
家
は
イ
ン
キ
ョ
ま
た
は
場
所
の
地
名
で
呼
ば
れ

て
い
る
。
友
田
に
お
い
て
、
イ
ッ
ト
ウ
（
一
統
）
と
い
う
言
葉
は
定
着

し
て
い
な
い
よ
う
で
、
そ
う
い
え
ば
知
っ
て
い
る
、
と
い
う
程
度
で
あ

っ
た
。

嫁
の
実
家
の
こ
と
を
サ
ト
、
ま
た
は
地
名
で
呼
ん
で
い
る
。
嫁
の
実

家
と
の
間
で
は
盆
・
暮
れ
に
贈
り
物
の
交
換
が
あ
る
。
結
婚
当
初
に
は

正
月
に
大
ブ
リ
、
盆
に
は
ト
ビ
ウ
オ
を
交
換
し
た
。
そ
れ
以
降
は
夏
に

素
麺
や
鮭
、
冬
に
缶
詰
や
ブ
リ
を
交
換
し
て
い
る
。
ヤ
ブ
イ
リ
に
つ
い

て
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
、
夫
婦
一
緒
に
行
っ
た
後
に
夫
は
一
日
、
二

日
で
帰
っ
て
く
る
が
、
嫁
は
帰
ら
ず
に
そ
の
後
一
週
間
～
十
日
程
度
実

家
に
い
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
嫁
も
仕
事
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
一

日
、
二
日
で
夫
婦
一
緒
に
帰
っ
て
く
る
。

嫁
が
早
く
死
ん
だ
場
合
、
葬
式
も
供
養
も
婚
家
で
行
わ
れ
る
。
戦
前

ま
で
は
亡
く
な
っ
た
人
の
衣
装
分
け
（
指
輪
・
帯
・
着
物
な
ど
を
分
け

る
）
を
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
亡
く
な
っ
た
人
の
預
金
・
ヘ
ソ
ク
リ
を

代
わ
り
と
し
て
配
分
し
て
い
る
。
物
か
ら
金
へ
と
変
わ
っ
た
理
由
は
、
着
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Ａ
出
産
・
育
児
・
成
人
儀
礼

１
妊
娠

妊
娠
す
る
こ
と
を
、
ミ
ゴ
モ
ル
・
ヤ
ド
ル
と
い
う
。
帯
祝
い
（
イ
ッ

ッ
キ
イ
ワ
イ
と
も
い
う
）
は
、
妊
娠
五
ヶ
月
目
の
戌
の
日
に
行
わ
れ
る
。

嫁
の
実
家
か
ら
、
赤
飯
を
炊
い
て
も
ら
い
、
（
親
戚
．
近
所
に
く
ば
る
）

白
の
腹
帯
（
サ
ラ
シ
）
を
も
ら
う
。
そ
し
て
、
子
供
が
安
定
す
る
よ
う

に
腹
に
巻
く
。
こ
の
時
、
サ
ラ
シ
を
天
理
市
の
「
帯
解
寺
」
で
拝
ん
で

３
紋
に
つ
い
て

本
家
と
分
家
の
紋
は
ほ
と
ん
ど
の
所
で
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
養

子
の
紋
を
そ
の
家
の
紋
と
し
て
跡
継
ぎ
に
渡
す
こ
と
が
あ
っ
た
。

嫁
入
り
を
す
る
時
、
女
性
は
婚
家
の
紋
を
付
け
て
き
た
。
女
性
の
紋

は
桐
で
あ
り
、
男
性
は
自
分
の
家
の
紋
で
あ
る
。

２
ト
ウ
マ
イ
リ

ト
ウ
マ
イ
リ
は
八
月
七
日
に
行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
八

月
一
日
に
行
う
と
い
う
家
も
あ
っ
た
。
母
親
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
で

も
、
母
親
の
実
家
に
息
子
（
跡
継
ぎ
）
が
行
く
の
が
当
然
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
行
か
ず
に
仏
前
で
手
を
合
わ
せ
る
だ
け
と
い
う
所
も
あ

っ
た
。

あ
る
。

物
な
ど
を
も
ら
っ
て
も
使
い
道
が
な
く
、
仕
方
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
ら
う
。

三
人
生
儀
礼

２
出
産

一
人
目
は
実
家
で
（
初
め
て
の
出
産
で
不
安
で
あ
る
か
ら
、
実
の
母

親
の
と
こ
ろ
で
産
む
）
、
二
人
目
か
ら
は
婚
家
で
出
産
し
た
。
嫁
が
、
実

家
へ
帰
る
の
は
、
妊
娠
九
’
十
ケ
月
頃
で
あ
る
。
出
産
に
お
け
る
費
用

は
、
す
べ
て
婚
家
が
負
担
す
る
例
が
多
い
が
な
か
に
は
、
一
人
目
は
実

家
が
負
担
し
て
、
二
人
目
か
ら
は
、
婚
家
が
負
担
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

出
産
は
、
納
戸
・
別
屋
敷
等
で
行
わ
れ
る
。
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
病
院

で
、
出
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
陣
痛
の
と
き
、
夫
は
産
婆
さ
ん
を
呼
び

に
い
き
、
湯
を
沸
か
し
た
。
ま
じ
な
い
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

産
婆
さ
ん
は
白
石
と
針
に
い
た
し
、
友
田
に
も
一
人
い
た
。
産
婆
さ
ん

と
そ
の
後
交
際
が
続
く
こ
と
は
な
い
。

出
産
に
方
法
は
寝
産
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
寝
産
と
は
、
仰
向

け
に
な
り
両
足
に
ひ
も
を
つ
け
て
自
分
の
首
に
か
け
、
力
を
い
れ
る
方

法
で
あ
る
。

子
供
が
産
ま
れ
た
直
後
、
近
所
か
ら
お
祝
い
を
い
た
だ
い
た
お
礼
に
、

嫁
と
姑
が
内
祝
い
と
し
て
、
砂
糖
等
を
い
れ
た
袋
に
子
供
の
名
前
を
書

い
て
配
っ
た
。
産
着
等
は
、
長
男
・
長
女
が
産
ま
れ
た
と
き
だ
け
実
家

が
用
意
し
そ
の
後
は
婚
家
が
用
意
し
た
。
実
家
で
子
供
を
産
ん
だ
と
き
、

子
供
と
母
親
が
婚
家
へ
帰
る
の
は
一
ケ
月
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
婚

家
は
赤
飯
・
お
頭
つ
き
の
魚
等
の
御
馳
走
を
用
意
し
た
。
へ
そ
の
緒
は

子
供
の
母
親
が
袋
ま
た
は
箱
（
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
桐
等
が
あ
げ
ら

れ
た
）
に
入
れ
て
保
管
し
た
。
母
親
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
へ
そ
の
緒

を
棺
の
中
へ
入
れ
た
。
こ
れ
は
、
何
人
子
供
を
産
ん
だ
か
と
い
う
印
で
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３
産
後

産
後
は
、
背
の
青
い
魚
（
さ
ば
・
い
わ
し
）
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
・

だ
が
鯉
を
食
べ
る
と
母
乳
が
よ
く
で
る
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
産
婦
は
子
供
を
産
ん
だ
後
、
風
呂
に
入
っ
た
り
髪
を
洗
っ
て
は

い
け
な
い
（
そ
の
期
間
は
不
明
）
。
子
供
の
名
前
は
、
ほ
と
ん
ど
が
子
供

の
父
親
が
つ
け
た
。
だ
が
、
神
社
へ
頼
ん
だ
り
、
近
所
に
子
供
の
名
前

を
つ
け
る
専
門
の
人
が
い
て
頼
む
場
合
な
ど
も
あ
っ
た
。

〈
宮
参
り
〉
生
後
一
ヶ
月
に
、
実
家
の
両
親
と
仲
人
と
で
水
分
神
社
へ

行
き
拝
ん
で
も
ら
う
。
男
の
子
は
紋
付
き
は
か
ま
、
女
の
子
は
絹
等

で
作
ら
れ
た
袖
の
長
い
着
物
を
き
せ
た
。
こ
の
と
き
、
産
婦
は
稜
れ

て
い
る
と
さ
れ
神
社
へ
は
行
け
な
い
の
で
家
に
い
た
。

〈
産
の
忌
〉
産
後
三
十
三
日
間
、
一
般
に
は
『
重
い
も
の
を
も
っ
て
は

行
け
な
い
』
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
ら
れ
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
産
後
七
十
五
日
間
、
ま
た
は
産
後
一
ケ
月
間
、

産
婦
は
稜
れ
て
い
る
と
さ
れ
神
社
へ
参
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

〈
食
初
め
〉
生
後
一
○
○
日
目
に
行
う
。
赤
飯
・
お
頭
付
き
の
魚
・
石

を
膳
に
つ
け
嫁
が
食
べ
さ
せ
る
真
似
を
し
た
。
石
を
の
せ
る
こ
と
に

は
、
子
供
の
歯
を
丈
夫
に
さ
せ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
子

供
の
口
の
中
で
米
一
粒
を
食
べ
さ
せ
る
。

〈
初
節
句
〉
男
は
鯉
の
ぼ
り
、
女
は
お
雛
様
を
嫁
の
実
家
か
ら
も
ら
う
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
二
年
頃
か
ら
都
祁
村
で
は
、
鯉
の
ぼ
り
を
お
よ

が
せ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
男
女
差
別
の
問
題
を
含
め
、

他
の
家
と
の
競
争
が
増
し
は
じ
め
て
贈
る
側
の
負
担
を
考
え
て
の
こ

あ
る
。

５
成
人
の
儀
礼

成
人
し
た
な
さ
れ
る
の
は
、
男
十
七
歳
で
、
女
は
結
婚
し
た
と
き
と

定
か
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
男
性
は
一
人
前
に
な
る
と
垣
内
づ
き
あ
い

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
数
え
年
十
七
歳
の
男
性
は
「
名
替
え
」
と
い

っ
て
、
子
供
の
と
き
の
名
前
か
ら
大
人
の
名
前
へ
と
変
え
た
（
幼
名
が

あ
っ
た
）
。
ま
た
、
春
と
秋
の
彼
岸
に
は
道
作
り
と
い
い
水
路
の
掃
除
を

し
た
。
こ
の
と
き
、
自
分
の
垣
内
だ
け
を
掃
除
す
る
。
以
前
は
成
人
の

男
子
が
す
べ
て
道
作
り
に
出
た
が
、
現
在
で
は
一
軒
の
家
に
幾
人
も
の

成
人
者
が
い
た
と
し
て
も
参
加
す
る
の
は
各
家
一
人
だ
け
で
よ
い
。

４
育
児

農
作
業
が
あ
る
と
き
は
、
母
親
が
子
供
を
お
ぶ
っ
て
仕
事
を
し
た
り

祖
母
に
頼
ん
だ
り
し
た
。
ま
た
、
木
で
作
ら
れ
た
乳
母
車
に
の
せ
て
い

た
。
母
乳
が
足
り
な
い
と
き
は
、
近
所
の
同
じ
年
頃
で
母
乳
が
た
く
さ

ん
で
る
に
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
重
湯
を
の
ま
せ
た
。
ほ
と
ん
ど
、
乳
母

は
頼
ま
な
い
。

七
五
三
の
と
き
、
子
供
・
子
供
の
両
親
・
婚
家
の
両
親
は
神
社
で
拝

ん
で
も
ら
い
親
戚
を
呼
び
祝
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
番
目
の
子
供

だ
け
で
二
番
目
の
子
供
か
ら
は
や
ら
な
い
。

と
で
あ
る
。
ま
た
、
実
家
は
男
子
に
は
ち
ま
き
を
、
女
子
に
は
菱
餅

を
つ
く
っ
て
婚
家
へ
も
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
親
戚
を
呼
び
白
酒

を
飲
ま
せ
た
。
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３
結
納

結
納
品
と
し
て
、
お
金
・
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
（
い
つ
か
ら
か
は
不

明
だ
が
最
近
で
あ
る
）
な
ど
の
装
飾
品
・
着
物
（
留
め
袖
）
・
草
履
・
松

竹
梅
の
飾
り
・
こ
ぶ
・
す
る
め
等
が
あ
る
。
ま
た
、
「
じ
ょ
う
と
ん
ぼ
」

２
仲
人

仲
人
に
は
、
仲
人
好
き
な
人
・
数
多
く
こ
な
し
て
い
る
人
・
知
り
合

い
・
親
類
・
年
配
者
が
な
っ
た
。
結
婚
後
は
、
仲
人
に
対
し
て
盆
・
正

月
に
は
贈
り
物
を
し
た
。
正
月
に
は
、
ブ
リ
を
贈
っ
た
。
い
つ
ま
で
贈

り
続
け
る
か
は
自
由
で
あ
る
（
一
回
き
り
の
場
合
も
あ
る
）
。
仲
人
も
頂

い
た
物
の
半
分
相
当
の
物
を
返
す
（
半
返
し
）
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

仲
人
は
夫
婦
が
も
め
た
と
き
の
仲
裁
者
に
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、
仲
人

が
亡
く
な
っ
た
ら
見
舞
う
。

Ｂ
結
婚
・
厄
年
・
還
暦

ｌ
配
偶
者
の
選
択

お
見
合
い
結
婚
が
多
い
。
結
婚
相
手
に
は
、
い
と
こ
・
親
戚
同
士
が

多
い
。
こ
れ
は
家
柄
・
系
統
が
わ
か
っ
て
い
る
た
め
に
安
心
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
親
戚
と
の
結
婚
に
お
い
て
、
都
祁
村
の
親
戚
だ
け
と
は
限

ら
ず
に
村
外
の
親
戚
と
の
結
婚
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
友
田
の
人
は
小
山

戸
に
も
行
く
が
小
山
戸
の
人
は
友
田
に
は
来
な
い
な
ど
と
結
婚
し
て
は

い
け
な
い
、
し
な
い
地
域
も
あ
る
よ
う
だ
。
宗
派
の
違
い
は
か
ま
わ
な

い
。
嫁
の
理
想
の
条
件
は
、
農
業
が
主
の
た
め
畑
仕
事
の
で
き
る
人
、
健

康
で
よ
く
働
く
人
で
あ
る
。
恋
愛
結
婚
を
ス
キ
ョ
リ
と
い
う
が
あ
ま
り

好
ま
し
い
も
の
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

４
結
婚
式

結
婚
式
の
朝
、
婿
・
仲
人
夫
婦
・
親
戚
二
’
三
人
で
嫁
を
迎
え
に
行

き
昼
食
を
と
っ
て
夕
方
に
戻
っ
た
。
こ
れ
を
、
「
ム
コ
イ
リ
」
と
い
う
。

結
婚
式
の
服
装
は
、
婿
が
モ
ー
ニ
ン
グ
、
嫁
は
留
め
袖
・
カ
ッ
ラ
（
タ

カ
シ
マ
ダ
）
だ
っ
た

出
家
儀
礼
と
し
て
、
一
束
の
ワ
ラ
を
門
の
所
で
燃
や
し
た
。
こ
れ
に

は
、
「
二
度
と
帰
っ
て
く
る
な
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。

こ
の
ワ
ラ
の
中
に
カ
マ
ス
の
頭
だ
け
を
入
れ
て
燃
や
す
場
合
も
あ
る
。
な

ぜ
、
カ
マ
ス
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
は
、
家
族
や
親

族
の
人
が
お
こ
な
う
。
そ
の
他
に
仏
檀
で
拝
ん
だ
り
し
た
嫁
が
家
を
出

る
と
き
は
、
玄
関
か
ら
で
は
な
く
縁
側
か
ら
出
る
。
こ
れ
に
も
、
「
二
度

と
戻
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
見
物
人
に
あ
め
や

キ
ャ
ラ
メ
ル
を
く
ば
っ
た
。

花
嫁
行
列
は
、
偶
数
・
奇
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
仲
人
二
人
を
先
頭
に
嫁
・

主
な
親
族
が
後
に
続
く
。
こ
の
と
き
婚
家
の
両
親
は
参
列
せ
ず
、
実
家

の
両
親
が
参
列
す
る
妨
害
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

入
家
儀
礼
と
し
て
、
「
ア
シ
ア
ラ
イ
」
を
す
る
。
嫁
が
、
空
の
タ
ラ
イ

の
中
に
片
足
ず
つ
入
れ
て
洗
う
真
似
を
す
る
。
親
戚
の
五
’
六
歳
の
子

供
が
や
っ
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
の
暮
ら
し
か
ら
縁
を
き
る
た

め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
、
嫁
が
竈
の
ま
わ
り
を
一
回
だ

け
ま
わ
る
儀
礼
も
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
こ
れ
か
ら
台
所
を
預
か
る
と
い

と
い
う
飾
り
物
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
木
で
彫
ら
れ
た
お
じ
い
さ
ん
・
お

ば
あ
さ
ん
の
人
形
が
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
。
末
永
く
、
そ
し
て
仲
良

く
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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６
紋
に
つ
い
て

結
婚
を
す
る
と
き
、
嫁
が
持
っ
て
き
た
着
物
・
道
具
等
に
は
婚
家
の

紋
が
付
い
て
い
た
。
し
か
し
、
留
め
袖
・
フ
ク
サ
・
ウ
チ
カ
ケ
に
は
一

般
で
も
通
用
す
る
桐
の
紋
を
つ
け
て
く
る
場
合
も
あ
る
。
だ
が
、
な
に

も
つ
け
て
こ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
嫁
が
母
の
紋
を
受
け
継
ぐ

か
ど
う
か
は
自
由
で
あ
る
。
実
家
か
ら
は
何
も
残
さ
ず
全
部
持
っ
て
く

る
と
い
う
家
や
、
古
い
も
の
以
外
だ
け
を
持
っ
て
く
る
と
い
う
家
が
あ

っ
た
。
嫁
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
嫁
入
り
道
具
と
し
て
持
っ
て
き
た

紋
の
入
っ
た
着
物
等
を
実
家
に
戻
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

５
結
婚
式
の
後
の
儀
礼

結
婚
式
の
次
の
日
以
降
に
、
自
分
の
垣
内
内
だ
け
挨
拶
回
り
を
し
た
。

こ
の
と
き
嫁
と
姑
の
二
人
で
、
赤
飯
・
ま
ん
じ
ゅ
う
等
を
も
っ
て
い
っ
た
。

嫁
が
初
め
て
里
帰
り
を
す
る
の
は
、
結
婚
式
の
翌
日
で
あ
る
。
こ
れ

を
「
ニ
サ
ン
ガ
エ
リ
」
と
い
う
。
こ
の
と
き
、
嫁
と
婿
の
二
人
で
行
く

が
泊
ま
ら
ず
に
帰
っ
た
。
そ
れ
以
降
嫁
は
「
ニ
ブ
イ
リ
」
（
出
産
し
た
後
）

で
農
作
業
が
暇
な
と
き
に
里
帰
り
を
す
る
。
ま
た
、
「
ヤ
プ
イ
リ
」
の
正

月
・
盆
・
祭
り
な
ど
の
と
き
に
も
里
帰
り
を
し
た
。

う
意
味
が
あ
る
。
こ
の
と
き
、
他
の
人
達
は
見
て
い
な
い
で
、
別
部
屋

で
婚
礼
が
始
ま
の
を
待
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
嫁
が
家
の
中
に
入
っ
た

ら
仲
人
と
一
緒
に
先
祖
に
挨
拶
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
仏
檀
に
お
が
ん

だ
。

Ｃ
葬
制
・
蟇
制

１
家
族
の
中
で
誰
か
が
死
ん
だ
場
合

家
族
の
中
で
誰
か
が
死
ん
だ
場
合
、
組
頭
か
総
代
、
そ
し
て
血
の
濃

い
親
族
に
ま
ず
最
初
に
知
ら
せ
る
。

知
ら
せ
る
範
囲
は
、
従
兄
弟
ぐ
ら
い
ま
で
の
親
戚
で
、
近
所
の
人
々

や
親
類
が
二
人
で
知
ら
せ
に
行
く
。

９
還
暦
に
つ
い
て

六
十
歳
の
還
暦
に
は
、
親
戚
に
「
宝
船
」
等
（
記
念
に
な
る
も
の
）
の

飾
り
も
の
を
く
ば
る
。
八
十
八
歳
の
米
寿
に
は
、
白
い
半
紙
に
手
形
を

つ
け
た
り
、
し
ゃ
も
じ
に
「
八
十
八
歳
・
名
前
」
を
書
き
、
こ
れ
ら
を

玄
関
先
（
外
）
に
飾
っ
て
お
く
。
た
と
え
本
人
が
亡
く
な
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
ま
た
し
ゃ
も
じ
を
自
分
の
垣
内
内
と
親

戚
（
た
と
え
遠
い
所
に
住
ん
で
い
て
も
）
に
配
っ
た
。

８
厄
年
に
つ
い
て

「
男
性
二
十
五
・
四
十
二
・
六
十
一
歳
」
「
女
性
十
九
・
三
十
三
・
六

十
一
歳
」
と
さ
れ
た
。
男
性
だ
け
は
、
二
十
五
歳
の
時
に
は
奈
良
県
明

日
村
の
岡
寺
へ
参
り
、
四
十
二
歳
と
六
十
一
歳
時
に
は
大
和
郡
山
市
の

松
尾
寺
へ
ま
い
る
。
女
性
は
、
特
に
厄
落
と
し
は
し
な
い
。

７
離
婚
に
つ
い
て

夫
が
早
く
亡
く
な
っ
た
場
合
は
嫁
次
第
で
あ
る
。
嫁
が
若
け
れ
ば
実

家
に
帰
っ
た
り
、
子
供
が
い
れ
ば
そ
の
ま
ま
残
っ
た
り
し
た
。
夫
の
弟

と
再
婚
す
る
こ
と
を
「
ナ
オ
ル
」
と
い
う
。
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４
葬
式

葬
式
の
こ
と
を
、
葬
式
・
ソ
ウ
レ
ン
と
呼
ぶ
。
ヤ
マ
シ
が
松
明
・
竹

の
す
だ
れ
・
花
た
て
を
作
り
、
午
前
中
に
穴
を
掘
る
。
出
棺
時
に
松
明

３
湯
潅
・
納
棺
・
通
夜

湯
灌
は
親
類
、
殊
に
こ
ど
も
や
兄
弟
姉
妹
が
行
う
。
最
近
で
は
病
院

で
死
体
を
き
れ
い
に
拭
い
て
く
れ
る
の
で
、
行
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
妻
が
死
ん
だ
場
合
は
、
妻
の
生
家
の
人
が
行
う
こ
と
も
あ
る
。

棺
の
中
に
決
ま
っ
て
入
れ
る
も
の
と
し
て
、
死
者
が
大
切
に
し
て
い

た
も
の
（
た
と
え
ば
、
子
ど
も
の
へ
そ
の
緒
）
や
、
わ
ら
い
せ
ん
（
六

文
銭
の
こ
と
）
、
女
性
の
場
合
は
、
頭
陀
袋
に
は
さ
み
・
糸
・
針
・
櫛
を

入
れ
る
。

通
夜
は
、
ヨ
ト
ギ
・
お
通
夜
と
呼
び
、
こ
の
と
き
に
納
棺
を
行
う
。
か

っ
て
は
、
血
の
濃
い
親
族
が
集
ま
り
、
深
夜
に
納
棺
し
、
故
人
の
話
を

し
な
が
ら
亡
骸
と
共
に
夜
を
徹
し
た
が
、
自
動
車
の
普
及
に
よ
り
、
大

勢
の
人
が
来
て
焼
香
を
し
て
帰
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

２
死
者
へ
の
儀
礼
・
近
親
者
に
死
者
が
出
た
場
合

死
者
を
北
枕
に
し
て
、
死
体
の
上
に
刃
物
を
置
く
。
普
通
刀
を
置
く

が
、
な
い
場
合
は
ナ
タ
・
カ
マ
な
ど
の
農
具
類
を
置
く
。

近
親
者
に
死
者
が
出
た
場
合
、
葬
式
の
日
に
食
事
を
作
っ
て
は
な
ら

な
い
。
ま
た
、
一
年
間
宮
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

葬
儀
の
段
取
り
は
組
頭
が
決
め
、
組
単
位
で
近
所
の
人
々
が
手
伝
い

に
き
て
く
れ
る
。

５
ヤ
マ
シ

友
田
は
並
松
・
向
出
・
北
側
の
三
つ
の
垣
内
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
並
松
表
・
並
松
裏
・
向
出
東
・
向
出
西
・
北
側
前
・
北
側
後
と

垣
内
内
で
さ
ら
に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
例
え
ば
並
松
表
か
ら
死
者
が
出

た
場
合
、
並
松
裏
か
ら
と
い
う
よ
う
に
、
死
者
が
出
て
い
な
い
ほ
う
か

ら
ヤ
マ
シ
を
出
す
。
ヤ
マ
シ
は
、
本
山
・
次
山
・
後
山
が
二
人
づ
っ
、
合

計
六
名
で
あ
る
。

本
山
は
、
午
前
中
に
埋
葬
地
へ
行
き
、
穴
を
掘
る
。
葬
列
の
際
、
本

山
は
松
明
と
辻
蝋
燭
を
持
ち
、
次
山
は
一
人
が
鐘
を
た
た
き
、
ひ
と
り

は
枕
ぜ
ん
を
持
ち
、
後
山
は
、
四
十
九
プ
チ
（
四
十
九
枚
の
、
墓
標
を

囲
む
枠
）
と
墓
標
を
持
ち
、
最
後
尾
を
歩
く
。

誰
か
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
ヤ
マ
シ
の
仕
事
と
そ
の
順
序
は
、
ま
ず

松
明
と
棺
に
巻
く
狼
よ
け
を
作
り
、
穴
を
掘
り
に
行
く
。
葬
列
に
お
い

て
は
行
列
を
先
導
し
、
そ
の
際
に
大
根
と
蝋
燭
で
作
っ
た
辻
蝋
燭
に
松

明
で
火
を
つ
け
て
い
く
。
埋
葬
地
で
は
、
親
族
が
土
を
か
ぶ
せ
た
後
に

埋
め
る
。
墓
地
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
風
呂
に
入
り
身
を
浄
め
、
御
飯
を

を
用
意
し
、
藁
一
把
を
燃
や
し
、
辻
灯
籠
に
火
を
つ
け
読
経
を
し
、
出

棺
す
る
。
出
棺
時
に
は
、
死
者
が
帰
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
死
者
の
茶
碗

を
割
る
こ
と
や
、
引
っ
ぱ
り
も
ち
（
も
ち
を
つ
い
て
、
ち
ぎ
ら
ず
に
食

べ
る
）
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

焼
香
の
順
番
は
、
喪
主
が
常
に
最
初
で
、
配
偶
者
・
ア
ト
ッ
ギ
・
長

女
・
次
男
・
オ
ジ
・
オ
バ
と
続
く
。

友
引
の
日
に
葬
式
を
す
る
場
合
、
出
棺
の
時
間
を
遅
ら
せ
て
、
ツ
チ

ノ
コ
（
木
の
槌
）
を
葬
列
で
ひ
っ
ぱ
る
。
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６
葬
列

葬
列
の
順
番
は
、
先
頭
に
ヤ
マ
シ
が
き
て
、
そ
の
う
ち
一
人
が
辻
蝋

燭
に
火
を
つ
け
、
一
人
が
松
明
を
持
ち
、
一
人
が
鐘
を
た
た
く
。
次
に

ヨ
ッ
モ
チ
、
の
ぼ
り
二
本
、
灯
籠
、
ゼ
ン
ノ
ッ
ナ
（
縁
の
綱
と
も
い
い
、

女
性
二
十
人
位
で
白
布
を
棺
に
巻
い
て
引
っ
ぱ
る
）
、
棺
、
位
牌
持
ち
、

の
ぼ
り
二
本
、
灯
籠
、
親
族
、
塔
婆
、
最
後
に
ヤ
マ
シ
の
後
山
が
、
四

十
九
プ
チ
と
墓
標
を
持
つ
・

棺
を
か
つ
ぐ
の
は
、
亡
く
な
っ
た
人
か
ら
血
縁
が
近
い
者
で
、
特
に

子
供
や
孫
が
優
先
さ
れ
る
。
棺
の
上
に
天
蓋
（
棺
飾
り
で
、
青
竹
に
つ

る
さ
れ
て
い
る
）
を
置
く
が
、
天
蓋
を
持
つ
の
は
亡
く
な
っ
た
人
の
長

女
の
婿
（
娘
婿
）
で
あ
る
。
天
蓋
は
、
友
田
の
観
音
寺
に
あ
る
。
位
牌

は
、
長
男
の
嫁
が
持
つ
。
の
ぼ
り
は
、
安
楽
寺
の
和
尚
に
四
枚
書
い
て

も
ら
い
、
前
記
の
人
以
外
で
亡
く
な
っ
た
人
か
ら
血
縁
の
近
い
人
が
持

つ
。
喪
主
は
、
何
も
持
た
な
い
。
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
人
の
配
偶
者
は
、

た
と
え
喪
主
で
あ
っ
て
も
参
列
し
な
い
・

服
装
は
喪
服
だ
が
、
位
牌
持
ち
は
白
い
着
物
を
着
る
。

道
順
は
、
水
分
神
社
の
前
を
通
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
神
社
の
裏

を
通
る
。
み
こ
し
の
通
り
道
も
通
っ
て
は
い
け
な
い
。
仕
方
な
く
横
切

る
場
合
、
ヤ
マ
シ
が
藁
を
六
角
形
に
編
ん
だ
も
の
を
置
い
て
い
た
。
明

治
の
中
頃
に
は
、
こ
の
道
を
横
切
ら
な
い
よ
う
に
、
小
山
戸
で
は
山
口

神
社
の
上
の
ほ
う
へ
埋
葬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

い
た
だ
き
、
大
役
が
終
わ
る
。

ヤ
マ
シ
が
使
う
道
具
は
、
鎌
・
鍬
・
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
、
死
者
が
出

た
家
で
用
意
す
る
。

９
忌
中
・
喪

忌
中
の
間
は
、
祝
い
ご
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、
三
親
等
ま

で
の
家
族
の
場
合
、
一
年
間
宮
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
忌
中
払
い
と

８
葬
式
・
埋
葬
後
の
浄
め

後
ろ
向
き
に
な
っ
て
二
人
で
引
っ
ぱ
り
も
ち
を
し
た
り
、
引
っ
ぱ
り

も
ち
を
食
べ
た
り
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
塩
を
背
中
に
か
け
る
、
空
の
タ

ラ
イ
の
中
で
足
を
洗
う
ま
ね
を
す
る
な
ど
が
あ
る
。

７
埋
葬

葬
法
は
土
葬
で
、
来
迎
寺
の
埋
墓
に
埋
葬
す
る
。
最
近
で
は
火
葬
を

し
て
、
榛
原
・
天
理
・
桜
井
の
火
葬
場
で
火
葬
を
し
、
お
骨
は
埋
墓
に

埋
め
る
人
も
い
る
が
、
多
く
の
人
々
は
土
葬
で
あ
る
。

埋
葬
は
ヤ
マ
シ
の
本
山
と
次
山
の
四
人
で
行
う
。
午
前
中
に
本
山
が

掘
っ
た
穴
に
埋
葬
す
る
が
、
以
前
に
埋
葬
し
た
骨
が
出
て
き
た
場
合
は
、

周
辺
の
山
に
捨
て
る
。
棺
の
縁
に
、
竹
を
幅
三
、
四
セ
ン
チ
で
長
さ
が

百
二
十
三
セ
ン
チ
位
に
割
り
、
縄
で
編
ん
だ
も
の
を
巻
く
。
こ
れ
は
、
昔

は
狼
が
死
体
を
狙
っ
た
の
で
、
狼
よ
け
で
あ
る
。
棺
に
土
を
か
ぶ
せ
た

後
に
芝
三
枚
を
そ
の
上
に
乗
せ
、
四
寸
角
の
塔
婆
を
立
て
、
両
脇
に
花

を
さ
す
。
埋
葬
の
際
に
、
頭
を
西
に
向
け
る
が
、
こ
れ
は
西
方
浄
土
思

想
か
ら
き
て
い
る
。

よ
そ
か
ら
新
し
く
引
っ
越
し
て
き
た
人
は
、
村
入
り
（
イ
リ
ク
と
呼

ば
れ
る
）
を
許
さ
れ
た
人
に
限
り
、
来
迎
寺
を
埋
葬
地
と
し
て
使
用
で

き
る
が
、
そ
れ
以
外
の
人
は
、
個
人
的
に
火
葬
を
し
、
個
人
的
に
墓
を

設
け
る
。
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過
埋
墓
へ
の
墓
参
り

四
十
九
日
ま
で
は
、
家
の
人
や
親
族
が
毎
日
墓
参
り
を
す
る
。
そ
の

ほ
か
、
ト
ウ
マ
イ
リ
、
盆
、
命
日
な
ど
に
墓
参
り
を
す
る
。
埋
葬
後
一

年
位
ま
で
埋
墓
へ
墓
参
り
を
す
る
が
、
そ
れ
以
降
は
石
塔
墓
へ
行
く
。

皿
来
迎
寺
の
埋
墓
に
つ
い
て

岨
子
供
が
死
ん
だ
場
合

子
供
が
死
ん
だ
場
合
、
大
人
と
同
じ
葬
式
を
し
、
同
じ
場
所
に
埋
葬

す
る
。
死
産
や
生
後
十
日
以
内
の
赤
ん
坊
の
場
合
は
、
水
子
と
し
て
小

さ
な
葬
式
を
す
る
。
子
供
の
位
牌
は
、
大
人
と
同
じ
よ
う
に
作
り
、
戒

名
を
童
子
・
童
女
と
す
る
。

ｕ
新
盆

新
盆
に
は
、
八
月
十
四
日
に
タ
ナ
マ
イ
リ
（
四
十
九
日
を
す
ぎ
、
仏

壇
に
入
れ
た
新
仏
を
仏
壇
の
前
に
だ
し
、
ま
つ
る
）
を
す
る
。
お
坊
さ

ん
に
供
養
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
早
く
仏
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
新
仏
と
先
祖
は
別
に
ま
つ
る
。

岨
法
要

法
要
は
、
初
七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日
・
三
十
五
日
・
四
十
九
日
・

百
日
・
一
年
・
三
年
・
七
年
．
十
三
年
・
二
十
一
年
・
三
十
五
年
・
五

十
年
と
行
う
。
最
終
年
忌
は
、
五
十
年
で
あ
る
。

し
て
、
四
十
九
日
に
お
坊
さ
ん
を
呼
ん
で
念
仏
を
唱
え
て
も
ら
う
。

親
が
死
ん
だ
と
き
は
、
一
年
間
喪
に
服
す
。

過
墓
制

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
も
、
墓
地
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
報
告
書

に
は
そ
の
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
詳
し
い
結
果
は
別
に

報
告
す
る
と
し
て
、
今
回
は
「
個
人
墓
」
「
夫
婦
墓
」
「
集
合
墓
」
「
家
族

墓
」
「
子
墓
」
の
建
立
年
に
つ
い
て
だ
け
ま
と
め
て
お
こ
う
。

友
田
は
、
他
の
都
祁
村
の
地
域
と
同
様
に
、
両
墓
制
の
形
態
を
と
っ

て
い
る
。
我
々
の
調
査
は
、
観
音
寺
に
あ
る
「
詣
り
墓
」
の
墓
石
に
つ

い
て
一
基
づ
つ
個
票
を
作
成
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

建
立
年
の
わ
か
っ
た
も
の
と
墓
の
「
個
人
墓
」
「
夫
婦
墓
」
な
ど
の
分
類

が
わ
か
っ
た
も
の
だ
け
を
取
り
出
し
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
間

の
関
係
も
あ
り
、
す
べ
て
の
墓
石
に
つ
い
て
整
理
が
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、

来
迎
寺
の
埋
墓
は
、
友
田
・
甲
岡
・
来
迎
寺
・
南
之
庄
・
小
山
戸
の

五
つ
の
大
字
が
共
同
で
使
用
し
て
い
る
。
明
治
十
年
に
区
割
り
が
な
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
に
各
総
代
が
来
迎
寺
で
数
会
会
合
し
た
と
い
う
記
録
が

残
る
。
こ
の
と
き
の
管
理
人
は
、
友
田
総
代
の
吉
本
清
太
郎
氏
で
、
ほ

か
の
大
字
は
、
毎
年
墓
地
管
理
料
を
納
め
て
い
た
。
現
在
の
墓
地
の
管

理
は
、
来
迎
寺
が
行
っ
て
い
る
。
埋
墓
内
の
位
置
は
、
奥
か
ら
来
迎
寺
・

友
田
・
西
に
小
山
戸
、
東
に
甲
岡
と
あ
り
、
入
り
口
は
南
之
庄
と
な
っ

て
い
る
。
各
垣
内
内
で
、
男
は
西
側
、
女
は
東
側
、
年
長
者
は
上
の
ほ

う
に
埋
め
ら
れ
、
神
主
の
墓
は
別
に
上
方
に
あ
る
。
ま
た
、
無
縁
仏
を

埋
葬
す
る
区
画
も
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
区
画
整
理
し
て
い
る
の
は

南
之
庄
だ
け
で
、
埋
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
西

方
浄
土
思
想
（
西
に
は
極
楽
の
門
が
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
）
か

ら
、
墓
標
は
全
て
西
向
き
で
あ
る
。
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今
後
の
補
充
調
査
も
予
定
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は
予
備
的
な
報
告
と

し
て
、
別
の
機
会
に
詳
細
な
報
告
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
個
人
墓
」
の
定
義
は
、
一
つ
の
墓
石
に
一
人
の
名
前
（
戒
名
）
が
刻

ま
れ
て
い
る
も
の
の
内
、
子
墓
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
夫
婦
墓
」
は

男
女
二
名
の
戒
名
（
子
墓
を
除
く
）
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
男

女
二
名
に
加
え
て
子
ど
も
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
、
一
人
の
男

性
に
二
人
の
女
性
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
も
夫
婦
墓
と
し
て
計

算
し
た
。
「
家
族
墓
」
は
家
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
墓
石
で
あ
り
、
「
集
合

墓
」
は
三
人
以
上
の
男
女
（
子
ど
も
を
含
む
）
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

る
墓
石
で
「
夫
婦
墓
」
で
は
な
い
も
の
あ
る
い
は
個
人
や
家
を
特
定
し

な
い
供
養
墓
も
「
集
合
墓
」
に
含
め
た
。

私
た
ち
の
調
査
で
は
、
と
り
あ
え
ず
次
の
よ
う
な
傾
向
が
窺
え
る
。

友田集計

①
我
々
が
確
認
し
た
も
っ
と
も
古
い
墓
は
、
寛
永
三
（
一
六
二
七
）
年

の
「
個
人
墓
」
で
あ
る
。

②
「
個
人
墓
」
は
時
代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
数
が
減
少
す
る
。

一
九
四
四
年
の
「
個
人
墓
」
は
す
べ
て
戦
死
者
の
墓
で
あ
る
。

③
「
夫
婦
墓
」
は
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
に
は
じ
め
て
み
ら
れ
る
が
、

戦
後
に
至
る
ま
で
見
ら
れ
る
形
態
で
あ
る
。

④
「
家
族
墓
」
は
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
が
最
初
で
あ
り
、
比
較

的
新
し
い
形
態
の
墓
の
形
態
で
あ
る
。

⑤
「
子
墓
」
は
比
較
的
新
し
い
形
態
で
あ
り
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
み

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
友
田
で
は
一
八
世
紀
段
階
の
古
い
「
子
墓
」
を

見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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西暦 個人墓 夫艫 集合墓 家朧墓 子墓 件数

1627 1 0 0 0 0 1

1677 0 1 0 0 0 1

1694 0 0 0 0 0 0

1697 1 0 0 0 0 1

1699 1 0 0 0 0 1

1704 0 0 0 0 0 0

1706 1 0 0 0 0 1

1707 0 0 0 0 0 0

1713 0 1 0 0 0 1

1719 0 1 0 0 0 1

1731 1 1 0 0 0 2

1740 0 1 0 0 0 1

1741 1 0 0 0 0 1

1746 0 1 0 0 0 1

1749 0 1 0 0 0 1

1454 0 1 0 0 0 1

1776 1 1 0 0 0 2

1785 2 0 0 0 0 2

1789 0 1 0 0 0 1

1790 1 0 0 0 0 1

1800 0 2 0 0 0 2

1807 0 0 0 0 0 0

1809 0 2 0 0 0 2

18 3 0 2 0 0 0 2

18 ､4 0 1 0 0 0 1

18 .5 0 2 0 0 0 2

18 .7 0 1 0 0 0 1

1820 0 1 0 0 0 1

1824 0 0 0 0 1 1

1827 1 0 0 0 0 1

1832 0 1 0 0 0 1

1833 1 0 0 0 0 1

1835 1 1 0 0 1 3

1836 0 1 0 0 0 1

1837 0 1 0 0 0 1

1838 0 1 0 0 1 2

1839 1 0 0 0 0 1

1840 0 1 0 0 0 1

1841 1 1 0 0 0 2

1842 0 0 0 0 1 1

1844 1 0 0 0 0 1

1846 0 1 0 0 0 1

1850 0 1 0 0 0 1

1854 0 1 0 0 0 1

1855 0 1 0 0 1 2

1857 1 2 0 0 0 3
1858 0 2 0 0 0 2

1859 0 1 0 0 0 1

1863 0 1 0 0 0 1



友田集計 友田集計
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西暦 個人墓 夫婦墓 集合墓 家族墓 子墓 件数
1929 0 2 0 0 0 2

1930 2 0 1 0 0 3
1931 0 0 0 3 0 3
1933 0 2 0 0 0 2

1934 1 1 0 0 0 2

1935 0 1 0 2 0 1

1936 0 0 0 2 1 3
1937 0 0 0 0 0 2

1939 1 2 1 1 0 4

1940 0 0 0 0 0 1

1942 0 2 0 0 0 2

1943 1 0 0 0 0 1

1944 7 0 0 1 0 7

1945 0 1 0 0 0 2

1946 0 1 0 1 0 1

1949 0 0 0 1 0 1

1950 0 2 0 4 0 3

1951 0 1 0 1 0 5

1952 0 0 0 1 1 2

1953 0 0 0 1 0 1

1955 0 0 0 2 0 2

1956 0 0 0 1 0 1

1958 0 0 0 1 0 1

1959 0 0 0 1 0 1

1960 0 0 0 1 0 1

1961 0 0 0 2 0 2

1962 0 0 0 1 0 1

1965 0 1 0 1 0 2

1967 0 0 0 1 1 1

1968 0 0 0 2 0 2

1969 0 0 0 1 0 1

1970 0 1 0 2 0 3

1971 0 1 0 2 1 3

1972 0 1 0 2 0 3

1973 0 1 0 1 0 2

1974 0 0 0 2 1 2

1976 0 0 0 1 0 1

1979 1 2 0 1 0 4

1984 0 0 0 2 0 2

1976 0 1 0 1 1 2

1988 0 0 0 1 0 1

1989 0 0 0 1 0 1

1990 0 0 0 2 1 3

1991 0 0 0 2 0 2

1992 1 1 0 0 1 3

1993 0 0 0 1 0 1

1994 0 0 0 0 1 1

不明 36 63 1 6 5 111

合計 97 178 5 59 26 365

西暦 個人墓 夫 瀧 集合墓 家族墓 子墓 件数
1865 1 0 0 0 0 1

1866 2 0 0 0 0 2

1867 1 1 0 0 0 2

1869 1 1 0 0 0 2

1871 0 1 0 0 1 2

1872 1 0 0 0 0 1

1873 1 1 0 0 1 3

1874 1 0 0 0 0 1

1875 0 3 0 0 0 3

1876 0 1 0 0 0 1

1877 0 1 0 0 0 1

1879 0 2 0 0 0 2

1880 1 1 0 0 0 2

1881 0 1 0 0 0 1

1883 0 3 0 0 0 3

1884 0 0 0 0 1 1

1885 0 1 0 0 0 1

1886 0 3 0 0 0 3

1887 1 3 0 0 0 4

1888 0 2 =0 0 0 2

1889 0 1 0 0 0 1

1890 0 2 0 0 0 2

1891 2 0 0 0 0 2

1892 1 0 0 0 1 2

1894 0 3 0 0 0 3

1895 0 0 0 0 1 1

1896 0 1 0 0 0 1

1897 3 1 0 0 1 5

1899 1 3 0 0 0 4

1901 0 3 0 0 1 4

1902 1 0 0 0 0 1

1904 1 1 0 0 0 2

1907 2 2 0 0 1 5

1908 1 0 0 0 0 1

1909 1 0 0 0 0 1

1912 0 1 1 0 0 2

1914 1 0 0 0 0 1

1915 2 0 0 0 0 2

1916 0 1 0 0 0 1

1917 0 2 0 0 0 2

1919 1 0 0 0 1 2

1920 0 1 0 0 0 1

1921 1 1 0 0 0 2

1922 0 0 0 0 1 1

1924 0 4 0 0 0 4

1925 0 0 0 1 0 1

1926 0 0 0 0 1 1

1927 2 1 0 0 0 3

1928 0 0 1 0 0 1
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五
年
中
行
事
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損
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幸
市

5雲 諜刀･鴉
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一

二
八
餅
つ
き

◎
・
烏
餅
…
小
さ
い
餅
を
稲
の
葉
に
入
れ
て
木
の
枝
に
吊
る
す
。

末
広
が
り
の
縁
起
を
か
つ
い
で
二
八
日
が
多
か
っ
た
。

暮
れ
の
行
事



七一
五三

節
分

五 四二
六
祈
年
祭

一

一

月

ニ
ヤ
サ
ン
ヤ

ヤ
ブ
イ
リ

キ
リ
ハ
ジ
メ

（
モ
ノ
ハ
ジ
）

友
田
大
字
の
総
集

〈
云カ

ン
ノ
イ
リ

新
年
会

小
豆
粥

ト
ン
ド

◎
・
豆
を
妙
っ
て
お
宮
さ
ん
（
水
分
神
社
）
に
持
っ
て
い
く
。
供
え
て
あ
る
豆
を
持
ち
帰
っ
て
自
分
の
年
に
一
つ
加
え
た
分
だ

け
食
べ
る
。
こ
れ
は
来
年
も
無
事
で
年
を
と
れ
る
よ
う
に
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

・
イ
ワ
シ
の
頭
を
ひ
い
ら
ぎ
の
木
に
さ
し
て
、
家
の
出
入
り
口
に
つ
け
る
。

○
・
水
分
神
社
に
神
社
の
役
員
が
集
ま
り
、
拝
む
。

・
松
の
芯
に
種
も
み
を
入
れ
、
祝
詞
を
あ
げ
る
。
こ
れ
ら
を
苗
代
へ
た
て
る
。
い
い
苗
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
意
味
が

あ
る
。

◎ ◎ 。○ △。△△

・
水
分
神
社
の
役
員
が
参
拝
す
る
。

・
嫁
が
土
産
を
も
っ
て
、
実
家
に
帰
る
。

・
山
で
ホ
ソ
、
ク
リ
、
フ
ク
ラ
シ
の
木
三
本
を
切
り
、
家
に
男
三
人
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
ゆ
わ
え
て
、
三
本
弓
の
形
に
し
て
、
一

年
間
の
こ
し
て
お
き
、
正
月
の
鏡
餅
を
つ
く
時
に
燃
や
す
。

・
役
員
選
挙
〔
総
代
（
二
年
に
一
回
）
・
組
頭
六
人
（
一
年
ご
と
三
人
ず
つ
改
選
〕

・
各
戸
の
代
表
者
一
名
が
集
ま
る
。

・
油
揚
げ
御
飯
を
食
べ
る
。

。
新
し
い
総
代
の
活
動
の
始
ま
り
（
十
一
日
～
十
五
日
の
間
に
新
旧
役
員
の
継
引
ぎ
を
行
う
）
。

・
午
後
、
村
全
員
が
集
ま
る
。

・
し
め
縄
、
し
め
飾
り
な
ど
正
月
に
使
わ
れ
た
も
の
を
ト
ン
ド
場
へ
持
つ
行
き
燃
や
す
。
そ
の
時
に
出
た
灰
を
家
に
持
ち

帰
り
、
自
分
の
家
の
行
く
と
豊
作
に
な
る
と
い
う
。

・
し
め
の
う
ち
（
正
月
、
し
め
飾
り
を
飾
っ
て
い
る
間
）
に
不
幸
時
が
あ
れ
ば
、
日
を
繰
り
上
げ
て
、
そ
の
時
す
ぐ
に
燃
や

す
。

・
小
豆
粥
を
食
べ
る
。
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α
鴎
〃

基
の
つ

又
胚
勇
殉
庇
０
叩
グ
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0

五
月 一

○
ミ
ト
マ
ッ
リ

二
三
イ
ロ
サ
ラ
ケ

恵
比
須
神
社
の
祭

り久
頭
神
様

（
國
津
神
社
レ
ン
ゾ

△
・
初
祈
祷
の
時
の
お
札
（
牛
敬
神
宝
印
と
書
か
れ
た
も
の
）
を
先
を
割
た
竹
の
先
に
は
さ
み
田
の
ミ
ナ
ク
チ
（
水
口
）
に
立

て
る
。
・
苗
代
が
大
体
出
来
上
が
り
、
水
を
入
れ
る
前
に
行
う
。

◎
・
農
業
を
し
て
い
る
人
達
だ
け
で
、
垣
内
ご
と
に
水
路
の
掃
除
を
行
う
。
水
路
の
係
に
垣
内
ご
と
に
割
当
て
さ
れ
る
。

△
・
イ
ロ
サ
ラ
ケ
の
あ
と
神
社
で
コ
モ
リ
を
す
る
。
昼
か
ら
御
馳
走
や
お
酒
を
よ
ば
れ
る
。

家
で
は
餅
（
よ
も
ぎ
団
子
）
を
食
べ
る
。

◎
．
こ
の
期
を
境
に
田
起
こ
し
が
始
ま
る
。

四
月 三

節
句

二
○
大
池
の
止

一
二
彼
岸
の
道
作
り

◎
・
ひ
し
餅
（
よ
も
ぎ
餅
を
ひ
し
形
に
切
っ
た
も
の
）
を
神
様
に
御
供
え
し
、
そ
の
後
食
べ
る
。

△
・
並
松
池
の
水
を
抜
く
。

○
・
昔
は
道
を
整
備
し
て
い
た
が
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
舗
装
さ
れ
、
道
作
り
を
す
る
場
所
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
隣
組
一
同

で
話
合
い
を
し
た
あ
と
酒
を
飲
ん
だ
り
す
る
だ
け
に
な
っ
た
。
・
総
代
か
ら
順
番
に
連
絡
が
回
さ
れ
る
（
連
絡
事
項
の
伝

達
を
行
う
）
。

月



七
ト
ウ
マ
イ
リ

｜
◎

盆 七
月

末
ケ
カ
ケ
ゴ
モ
リ
｜
◎

六
夏
祭
り

Ⅱ
夏
神
楽

一
ハ
ロ
ロ

二
六
井
出
止
め

一
三
ム
カ
エ

墓
掃
除

一
三
ガ
キ
ン
ド

ケ
カ
ケ
ゴ
モ
リ

大
字
の
小
入
用
精

算

○ 。◎ ○ ○
・
水
分
神
社
で
感
謝
す
る
。
（
五
月
末
に
行
う
こ
と
も
あ
る
）

・
コ
モ
リ
を
す
る

△ △

家
か
ら
出
て
行
っ
た
人
が
家
に
戻
っ
て
来
る
日

先
祖
の
墓
を
参
る
。

午
後
役
員
が
寺
に
集
ま
り
僧
侶
を
交
え
て
、
先
祖
に
祈
祷
す
る

墓
の
掃
除
や
そ
の
ま
わ
り
の
草
む
し
り
を
す
る
。

帰
る
所
の
な
い
無
縁
の
亡
者
で
あ
る
。
盆
の
シ
ョ
ウ
ラ
イ
を
迎
え
る
間
ま
つ
る
。

カ
ゴ
を
ふ
せ
て
、
そ
の
上
に
里
イ
モ
の
葉
に
お
供
え
物
を
の
せ
て
供
え
る
。

竹
の
棒
に
杉
の
葉
の
か
れ
た
も
の
を
つ
け
て
燃
や
す

観
音
寺
の
お
坊
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
、
拝
ん
で
も
ら
う
。

役
員
が
水
分
神
社
に
参
り
、
氏
子
の
こ
と
を
祈
祷
す
る
。

白
い
餅
に
あ
ん
を
包
み
、
椿
の
葉
で
包
ん
で
食
べ
る
。
親
類
に
も
配
る

前
期
分
の
大
字
の
費
用
を
役
員
が
集
ま
り
、
計
算
し
て
集
金
す
る
。

無
事
田
植
え
が
終
わ
っ
た
報
告
を
水
分
神
社
に
（
各
家
一
名
）
す
る
。

米
の
豊
作
を
祝
う
。
（
終
わ
り
し
だ
い
行
う
）

コ
モ
リ
を
す
る
。

井
出
（
イ
セ
キ
を
止
め
る
も
の

川
を
止
め
て
、
水
路
に
水
を
流
す
。
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ク
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十
月 四

運
動
会

一
八
観
音
寺
ノ
エ
シ
キ

Ⅱ
エ
シ
キ
ゴ
モ
リ

二
三
ミ
チ
ッ
ク
リ

彼
岸
の
道
作

△
・
友
田
に
住
む
人
全
員
で
行
わ
れ
て
い
る

場
所
は
小
学
校
や
白
石
の
運
動
場
で
行
う
。

◎
・
午
後
、
川
の
掃
除
や
大
池
の
ほ
と
り
の
草
取
り
を
し
て
、
夕
方
か
ら
観
音
寺
へ
こ
も
り
、
御
本
尊
を
拝
む
。
婦
人
会
や
垣

内
の
役
員
の
人
が
ア
ジ
ゴ
ハ
ン
を
炊
く
。

○
・
午
前
中
に
垣
内
ご
と
に
道
作
り
（
舗
装
）
や
一
す
る
。

各
戸
ご
と
一
人
（
今
は
道
作
り
を
す
る
の
は
男
性
と
は
限
ら
な
い
）

九
月

二
四
風
の
祈
祷

三
一
ツ
ゴ
モ
リ

ゴ
モ
リ

○
・
台
風
が
来
な
い
よ
う
に
祈
願
す
る

水
分
神
社
で
行
う
。

。
・
夕
方
か
ら
水
分
神
社
に
行
き
、
夜
も
コ
モ
リ
を
す
る
。

百
姓
の
仕
事
を
終
わ
っ
た
こ
と
の
報
告
を
す
る
。

こ
の
時
に
松
た
け
山
の
入
札
、
草
山
の
入
札
を
行
っ
て
い
る
。

八

月



甲
岡
と
友
田
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事

甲
岡
と
友
田
で
行
わ
れ
て
い
る
が
内
容
が
違
う
行
事

友
田
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事

の
祭
り
◎
・
豊
作
祈
願
の
錘

・
二
五
日
水
分
諭

コ
ュ
ミ
愚
。
ョ
宮
Ⅲ
フ
声

、
く
弓
堀
上
糸
Ｉ
銅
閲
フ
銅
Ｕ
》
列
ｒ
・
メ
ノ
ー
‐
Ｊ
人
ｊ
ｄ
》
〃

』
ん
が
拝
む
。
そ
の
後
に
能
舞
台
《

餅
は
、
二
○
日
頃
に
、
大
字
ご
と

汀
社
か
ら
小
山
一
口
の
１
コ
神
吐
に
昭

△○◎

４

紬
匪
大
人
総
代
一
人

婦
人
会
、
神
社
関
係
若
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五
イ
ノ
コ

一
○
算
用
講

下
旬
‐
小
入
用
計
算

◎
・
一
年
の
豊
作
を
祝
い
、
く
る
み
餅
を
食
べ
る
。

△
・
宮
座
の
費
用
の
決
算
日
。

◎
・
大
字
の
費
用
を
役
員
が
集
ま
り
計
算
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
配
分
し
、
集
め
る
。

月

初
旬
ホ
カ
ケ

末
新
嘗
祭

Ⅱ
秋
の
祈
る
念

Ⅱ
新
穀
感
謝

△
・
葉
の
つ
い
た
青
竹
を
水
口
へ
立
て
、
一
株
を
刈
り
穂
を
下
に
し
て
青
竹
に
吊
り
下
げ
て
祀
る
。

○
・
新
米
が
で
き
た
感
謝
を
す
る
。

新
米
を
各
家
一
升
水
分
神
社
へ
お
供
え
す
る
。

最
後
の
こ
も
り
を
す
る

一
①

十
一
月



２
祭
り
（
水
分
神
社
の
年
間
の
祭
り
）

◎
大
祓
式
所
除
夜
祭
、
歳
日
一
歳
（
旭
月
別
日
、
１
月
１
日
）

釘
日
の
晩
か
ら
元
日
、
友
田
と
来
迎
寺
の
氏
子
総
代
が
出
席
。
一
般
の

人
は
除
夜
の
鐘
を
聞
い
て
か
ら
、
元
日
に
行
く
。

◎
初
祈
祷
（
オ
オ
ガ
ミ
ヒ
ラ
キ
、
１
月
３
日
）

氏
子
総
代
、
大
字
の
役
員
（
村
の
役
員
）
だ
け
で
一
般
の
人
は
行
か
な

い
。
藁
を
一
束
持
っ
て
行
き
神
社
の
三
ヶ
所
の
入
り
口
に
し
め
縄
を
飾

る
。
（
山
の
神
）

◎
節
分
祭
（
節
分
当
日
）

一
般
の
人
は
夜
、
神
社
に
豆
を
持
っ
て
行
き
、
代
わ
り
に
神
社
の
豆
を

も
ら
っ
て
帰
る
。
そ
し
て
、
家
の
豆
と
神
社
で
も
ら
っ
た
豆
を
混
ぜ
て
、

年
の
数
だ
け
食
べ
る
。

◎
祈
念
祭
（
２
月
茄
日
）

氏
子
総
代
は
全
員
参
加
。
別
セ
ン
チ
ほ
ど
の
松
の
芯
に
種
籾
を
い
れ
、

祝
詞
を
あ
げ
る
。
こ
れ
ら
を
帥
～
伽
個
作
り
全
農
家
に
配
る
。
こ
れ
を

各
農
家
で
は
苗
代
に
た
て
て
、
豊
作
を
祈
る
。
村
の
男
性
は
赤
飯
を
炊

１
神
社

友
田
に
は
、
水
分
神
社
と
国
津
神
社
が
あ
る
。
友
田
の
人
々
は
水
分

神
社
の
氏
子
で
あ
り
、
か
つ
国
津
神
社
の
氏
子
で
あ
っ
た
が
明
治
四
二

（
一
九
○
二
）
年
に
国
津
神
社
が
水
分
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
在
で
は
水
分
神
社
の
氏
子
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
て
い
る
。
「
氏
子
」

と
水
分
神
社
に
つ
い
て
は
、
前
の
報
告
書
で
述
べ
た
の
で
省
略
す
る
。

六
祭
り
・
信
仰

い
て
水
分
神
社
に
こ
も
る
。
（
年
齢
は
関
係
な
し
）

◎
夏
祭
（
７
月
９
日
）

友
田
、
来
迎
寺
の
氏
子
総
代
が
参
加
。
夏
病
を
し
な
い
よ
う
に
、
赤
飯

を
ス
ス
キ
（
藁
を
小
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
た
も
の
）
の
形
に
し
た
も

の
を
箸
で
一
口
ず
つ
食
べ
る
。
（
順
番
は
な
い
）

◎
風
鎮
祭
（
風
の
祈
祷
、
８
月
弱
日
）

８
月
妬
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
異
な
る
。
内
容
は

祈
念
祭
と
ほ
ぼ
同
じ
・
仙
年
く
ら
い
前
ま
で
は
盆
踊
り
を
し
て
い
た
。

村
の
役
員
は
前
の
晩
に
参
る
。
現
在
は
早
く
帰
っ
て
し
ま
う
が
、
昔
は

ヨ
イ
マ
チ
（
ツ
キ
マ
チ
）
と
い
っ
て
月
が
で
る
ま
で
待
っ
て
い
た
。

◎
大
祭
（
例
祭
、
岨
月
恥
日
）

皿
月
妬
日
午
後
１
時
頃
、
小
山
戸
の
山
口
神
社
に
神
様
を
返
し
に
行
く

た
め
、
夕
食
、
神
饒
物
、
御
神
酒
な
ど
を
持
っ
て
、
御
輿
を
担
ぎ
水
分

神
社
を
出
発
す
る
。
御
輿
担
ぎ
（
御
輿
か
き
）
は
垣
内
ご
と
に
割
り
当

て
ら
れ
て
い
て
、
友
田
、
来
迎
寺
、
南
之
庄
、
藺
生
、
小
山
戸
が
そ
れ

ぞ
れ
２
名
、
甲
岡
、
相
河
が
各
１
名
の
合
計
岨
名
で
あ
る
が
、
現
在
は

４
～
５
名
で
あ
る
。
こ
の
日
、
神
様
は
山
口
神
社
で
御
輿
の
中
に
泊
ま

る
（
神
移
し
）
。
こ
の
時
、
泊
ま
り
禰
宜
が
見
張
り
を
す
る
（
泊
ま
り

禰
宜
は
順
番
で
ま
わ
っ
て
く
る
）
・
皿
月
茄
日
午
前
岨
時
頃
、
山
口
神

社
を
出
発
し
、
水
分
神
社
に
向
か
う
。
そ
の
際
、
御
輿
は
ミ
コ
シ
ミ
チ

を
通
る
。
ま
た
、
並
松
で
休
憩
を
と
り
（
ミ
コ
シ
ヤ
ス
ミ
）
水
頭
屋
は

御
馳
走
、
酒
を
準
備
す
る
。

◎
新
嘗
祭
（
新
嘗
感
謝
祭
、
ｎ
月
茄
日
）

農
作
物
の
収
穫
に
対
し
て
行
う
感
謝
祭
。
新
米
一
升
を
持
っ
て
水
分
神

社
に
参
る
。
成
人
の
み
こ
も
り
が
あ
る
。
内
容
は
祈
念
祭
と
ほ
ぼ
同
じ
。
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４
そ
の
他
の
祭
り

◎
九
頭
神
祭
（
四
月
二
十
三
日
）

九
頭
神
山
に
あ
っ
た
旧
国
津
神
社
を
都
祁
水
分
神
社
と
合
社
し
、
そ
の

跡
地
に
恵
比
寿
さ
ん
を
祭
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
総
代
、
組
頭
が

参
加
。
午
前
中
に
水
路
の
掃
除
を
し
、
九
頭
神
広
場
で
昼
食
を
と
り
、

お
酒
を
飲
ん
で
帰
る
。
寄
付
の
ほ
か
に
水
分
山
の
木
を
１
，
２
本
切
っ

て
売
り
、
祭
り
の
費
用
に
あ
て
る
。

◎
夏
祭
（
七
月
十
四
日
）

各
家
（
百
姓
）
の
行
事
で
あ
る
。
小
豆
、
餅
を
供
え
、
国
津
神
社
へ
参

ブ
（
》
◎

３
オ
ワ
タ
リ

お
渡
り
に
つ
い
て
も
前
の
報
告
書
で
の
べ
て
い
る
の
で
、
一
九
九
四

年
の
お
渡
り
の
行
列
だ
け
を
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

①
神
社
記
号
旗
：
藺
生
②
神
名
旗
：
小
山
戸
③
日
月
旗
二

流
：
藺
生
④
講
社
号
：
友
田
（
二
流
）
来
迎
寺
（
一
流
）
⑤
太

鼓
・
・
小
山
戸
⑥
神
社
号
：
白
石
⑦
甲
冑
：
友
田
⑧
猿
田
彦
：

南
之
庄
⑨
獅
子
頭
：
無
山
東
⑩
槍
：
無
山
西
（
三
人
）
⑪
祓

主
・
・
神
主
⑫
頭
人
児
：
友
田
（
新
座
か
ら
）
⑬
村
号
：
毛
原

御
幣
：
下
笠
間
榊
：
上
笠
間
深
野
小
原
染
田
多
田
無

山
東
無
山
西
上
深
川
下
深
川
萩
馬
場
針
ヶ
別
所
小
倉

針
白
石
吐
山
相
河
南
之
庄
来
迎
寺
甲
岡
藺
生
小
山

戸
友
田
⑭
御
所
幣
：
小
山
戸
⑮
奏
楽
禰
宜
御
輿

祭
主
：
宮
司
禰
宜
：
神
主
氏
子
総
代
：
一
同

５
宮
座

興
福
寺
喜
多
院
二
階
堂
方
の
荘
園
が
、
保
元
、
平
治
の
乱
（
二
五

六
）
以
後
変
貌
し
、
氏
神
も
し
だ
い
に
そ
の
祭
祀
形
態
が
崩
れ
て
い
っ

た
。
こ
の
こ
ろ
鞆
田
庄
内
の
鞆
田
氏
ら
を
中
心
と
し
て
、
村
落
内
の
共

同
祭
祀
組
織
、
即
ち
宮
座
が
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

水
分
神
社
は
国
家
の
神
道
保
護
政
策
に
よ
り
、
明
治
四
（
一
八
七
二

年
よ
り
三
○
ヶ
村
の
郷
社
と
な
る
。
こ
の
行
政
上
の
改
革
は
、
古
い
座

衆
以
外
の
村
民
に
も
影
響
を
与
え
、
明
治
四
年
新
し
い
座
が
結
成
さ
れ

た
。
こ
れ
が
新
座
で
、
以
前
の
座
を
旧
座
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
旧

座
、
新
座
は
「
敬
神
講
」
の
形
態
を
と
り
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
現

在
で
も
一
日
座
（
新
座
）
、
一
六
日
座
（
旧
座
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
敬

神
講
の
代
表
者
は
月
ご
と
に
変
わ
る
当
番
制
で
あ
る
が
、
五
月
は
田
植

え
で
忙
し
い
た
め
敬
神
講
は
行
わ
れ
ず
、
四
月
に
は
お
花
見
が
あ
る
た

め
二
名
の
当
番
で
行
わ
れ
る
。
当
番
は
、
旧
座
の
場
合
、
酒
、
か
ま
ぼ

こ
板
半
分
、
高
野
豆
腐
、
こ
ん
に
ゃ
く
半
分
、
卵
一
個
、
果
物
を
準
備

す
る
。
ま
た
、
当
番
の
家
に
は
、
肴
を
盛
る
皿
、
赤
飯
を
盛
る
升
、
お

か
ず
を
入
れ
る
重
箱
、
メ
ン
バ
ー
の
順
番
が
書
い
て
あ
る
帳
簿
が
回
っ

て
く
る
。
新
座
の
場
合
は
、
赤
飯
、
雑
魚
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
か
ま
ぼ
こ
、

酒
二
本
、
茶
を
用
意
す
る
。
ど
ち
ら
の
座
も
、
神
主
に
拝
ん
で
も
ら
い
、

当
番
の
家
に
集
ま
っ
て
食
べ
る
。

ま
た
、
旧
座
は
十
二
月
十
日
に
算
用
講
と
い
う
決
算
会
が
あ
り
、
午

前
十
時
頃
頭
屋
の
家
に
集
ま
り
行
事
の
精
算
を
す
る
。

以
下
、
新
座
に
残
さ
れ
て
い
る
文
書
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
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明
治
四
年
一
月
吉
日

宮
座
之
事

都
祁
水
分
社
敬
神
講

講
社
結
之
事

從
来
水
分
社
宮
座
は
一
座
衆
あ
り
祭
祀
に
預
り
来
り
し
か
此
度
維
新
の
御

盛
事
に
阿
ひ
当
年
明
治
四
年
よ
り
三
十
ヶ
村
の
郷
社
と
制
定
さ
れ
祭
祀
の

重
要
性
益
と
重
且
大
と
な
り
神
祗
官
よ
り
敬
神
講
む
す
び
等
の
御
沙
汰
有

之
よ
っ
て
有
志
相
謀
り
敬
神
講
を
む
す
び
祭
祀
に
列
す
る
こ
と
と
定
め
た

り定講
社
員
永
續
加
盟
し
脱
退
申
出
あ
る
も
應
ぜ
ず
相
互
親
睦
あ
る
こ
と

事
情
深
厚
に
て
休
講
申
出
す
る
も
の
は
一
時
休
講
し
再
び
加
盟
す
る
こ
と

と
す
る

右
約
条
違
背
せ
ず
敬
神
の
道
深
か
る
べ
き
事
を
誓
ひ
に
署
名
す
る
も
の

な
り

明
治
四
年
一
月
吉
日

□
□
□
□
（
Ａ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
□
（
Ｂ
Ｉ
１
）

□
□
□
□
□
（
Ｃ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
（
Ｄ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
（
Ｅ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
（
Ｆ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
□
（
Ｇ
Ｉ
１
）

□
□
□
□
（
Ｈ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
（
Ｉ
ｉ
ｌ
）

大
正
十
四
年
十
月
一
日
現
在
講
員
名

□
□
□
□
（
Ａ
Ｉ
２
）

□
□
□
□
（
Ｄ
ｌ
２
）

□
□
□
□
□
（
Ｂ
ｌ
２
）

□
□
□
□
（
Ｃ
Ｉ
２
）

□
□
□
□
□
（
Ｊ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
□
（
Ｋ
ｌ
２
）

□
□
□
□
（
Ｆ
Ｉ
３
）

□
□
□
□
（
Ｍ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
（
Ｎ
Ｉ
１
）

□
□
□
□
（
０
１
１
）

本
宮
座
に
は
右
記
載
候
害
類
の
み
保
存
せ
ら
れ
し
が
虫
害
に
か
か
り
不
明

の
部
も
あ
り
大
正
拾
壱
年
一
月
二
日
原
文
綴
合
せ
写
記
す
る

大
正
十
一
年
四
月
一
日
現
在
講
者
名

□
□
□
□
（
Ａ
Ｉ
２
）

□
□
□
□
□
（
Ｂ
Ｉ
２
）

□
□
□
□
（
Ｃ
ｌ
２
）

□
□
□
□
（
Ｄ
ｌ
２
）

□
□
□
□
（
Ｅ
Ｉ
２
）

□
□
□
□
□
（
Ｊ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
（
Ｋ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
□
（
Ｇ
ｌ
２
）

□
□
□
□
（
Ｆ
ｌ
２
）

□
□
□
（
Ｌ
ｌ
１
）
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大
西
榮
太
郎

昭
和
四
十
六
年
一
月
現
在
講
員
名

□
□
□
□
□
（
Ａ
ｌ
３
）

□
□
□
□
（
Ｅ
ｌ
３
）

□
□
□
□
（
Ｆ
ｌ
２
）

□
□
□
□
□
（
Ｄ
ｌ
３
）

□
□
□
□
□
（
Ｑ
ｌ
３
）

□
□
□
□
□
（
Ｒ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
（
Ｓ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
（
Ｎ
ｌ
２
）

□
□
□
□
（
Ｔ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
□
（
Ｍ
ｌ
２
）

昭
和
三
十
年
一
月
現
在
講
員
名

□
□
□
□
□
（
Ａ
ｌ
３
）

□
□
□
□
（
Ｅ
ｌ
３
）

□
□
□
□
（
Ｆ
ｌ
３
）

□
□
□
□
□
（
Ｄ
ｌ
３
）

□
□
□
□
□
（
Ｑ
Ｉ
１
）

□
□
□
□
（
Ｎ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
□
（
Ｒ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
（
Ｓ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
□
（
Ｍ
ｌ
２
）

□
□
□
□
（
Ｎ
ｌ
２
）

昭
和
四
十
九
年
十
月
廿
六
日
改
祭
当
屋
順
番

□
□
□
□
□
（
Ａ
ｌ
３
）

□
□
□
□
（
Ｊ
ｌ
２
）

□
□
□
□
（
Ｅ
ｌ
３
）

□
□
□
□
（
Ｆ
ｌ
３
）

□
□
□
□
□
（
Ｄ
ｌ
３
）

□
□
□
□
□
（
Ｑ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
（
Ｒ
ｌ
２
）

□
□
□
□
（
Ｓ
ｌ
ｌ
）

□
□
□
□
（
Ｎ
ｌ
２
）

□
□
□
□
（
Ｏ
ｌ
２
）

□
□
□
（
Ｍ
ｌ
３
）

祭
典
奉
仕
行
事

十
月
廿
六
日
午
前
十
時
當
屋
の
宅
に
集
合
所
定
の
を
受
け
午
后
二
時
渡

御
に
参
加
す
る

御
幣
一
人

榊
一
人

神
社
旗
二
人

當
屋
は
白
浄
衣
着
用
當
人
子
は
雅
子
装
束
を
つ
け
祭
典
に
奉
仕
玉
串
奉
尊

す
る

當
年
男
児
な
き
場
合
は
近
親
者
の
男
児
代
行
す
る
こ
と
当
人
子
は
昭
和
三

十
七
年
向
渕
よ
り
渡
御
に
加
わ
り
一
千
年
絶
ゆ
る
事
な
か
り
し
が
時
代

の
流
が
当
人
子
出
仕
を
止
め
に
し
に
よ
り
直
氏
子
た
る
友
田
の
宮
座
よ
り

□
□
□
□
（
Ｊ
ｌ
２
）
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－

奉
仕
す
る
こ
と
に
な
り
た
り

当
宮
座
所
有

甲
冑

弓
矢

右
所
有
せ
し
も
弓
矢
は
明
治
末
期
破
損

甲
冑
は
昭
和
四
十
五
年
八
月
五
日
兜
の
み
盗
難
に
あ
ひ
戻
ず
そ
の
ま
ま
な

り
し
も
大
字
針
森
下
省
太
様
兜
篤
志
を
以
て
寄
付
せ
ら
る

都
祁
水
分
神
社
略
記
當
社
縁
起
に
つ
い
て
は
大
和
史
料
外
各
史
に
よ
り
記

載
の
通
り
崇
神
天
皇
の
大
和
國
四
所
に
奉
齋
さ
れ
た
式
内
大
社
に
し
て
戦

前
は
県
社
に
し
て
県
庁
よ
り
幣
供
進
使
参
向
あ
り
し
大
社
た
り
本
殿
は
康

正
三
年
建
之
の
現
在
重
要
文
化
財
で
あ
る
祭
社
は
津
彦
命
天
水
分
大
神
國

之
水
分
大
神
の
水
分
三
社
に
し
て
祈
雨
豊
産
物
の
守
護
神
の
外
白

神
に
よ
る
方
除
除
疫
等
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
る
こ
と
各
種
の
記
録
に
残
り

近
郷
三
十
ヶ
村
の
守
護
神
と
崇
敬
せ
ら
れ
来
り
し
古
社
で
あ
る
田
に
氏
子

大
字
名
（
明
治
四
年
）
友
田
・
来
迎
寺
・
甲
岡
・
藺
生
・
小
山
戸
；
相
河
・

南
之
庄
・
吐
山
・
針
・
白
石
・
針
ヶ
別
所
・
小
倉
・
上
深
川
・
下
深
川
・

萩
・
馬
場
・
染
田
・
多
田
・
無
山
・
西
無
山
・
小
泉
・
上
笠
間
・
下
笠
間
・

深
野
・
毛
原
・
福
住
・
別
所
・
上
山
田
・
下
山
田
・
向
渕
・
三
本
大
野
内

福
住
村
氷
室
神
社
氏
子
へ
三
本
松
村
榛
原
町
二
社
氏
子
へ
ゞ

氏
子
戸
数
一
三
五
○
戸

都
祁
水
分
神
社
遷
座
一
千
年
祭
祀
念
新
調

時
昭
和
四
十
三
年
十
月
廿
六
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
廿
六
日
現
在

氏
子
大
字
二
十
五
大
字

７
そ
の
他
の
民
間
信
仰

雨
乞
い
。
：
７
月
末
に
水
分
神
社
の
神
主
中
心
に
、
「
水
が
溜
ま
る
よ
う

に
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
山
辺
高
等
学
校
付
近
の
た
め
池
を
掃
除
し
た
。

そ
の
結
果
、
雨
が
少
し
だ
け
降
っ
た
。
南
之
庄
で
は
、
だ
け
山
に
提
灯
を

つ
け
て
登
り
雨
乞
い
を
行
っ
た
。

（
も
り
け
ん
じ
．
本
学
教
員
）

（
備
考
）

講
員
の
個
人
名
の
記
載
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
た
め
こ
こ
で
は
行

わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
資
料
と
し
・
て
は
ど
の
よ
う
に
講
（
座
）
が
引
き

継
が
れ
て
い
る
か
は
重
要
な
の
で
記
号
化
し
て
載
せ
る
こ
と
に
し
た
。
Ａ
・

Ｂ
．
Ｃ
は
家
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
下
の
数
字
は
そ
の
家
の
継
承
者
を
示
し

て
い
る
。

６
講

◎
観
音
講
・
：
友
田
全
体
で
帥
歳
以
上
を
対
象
に
希
望
者
を
募
る
が
人

が
そ
ろ
わ
な
い
た
め
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
声
も
あ
る
。
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